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1. 研究主題 

子どもたちが「分かった」「できた」という思いを実感し、自らの学習意欲を高める 

小学校外国語科学習指導の在り方 

～自らの学びを調整する場の設定を通して～ 

 

2. 研究主題設定の理由 

これからの日本は、生産年齢人口の減少による労働力不足や、技術革新、グローバル化の進 

展に伴い、雇用状況や生活環境が大きく変化しようとしている。今後の社会では、外国人労働

者や外国人観光客等の増加により、様々な国籍の人たちと交流していくことが考えられ、特定

の職業や状況に限らず、生涯にわたる様々な場面で、英語でのコミュニケーション能力が必要

となることが予想される。このような中、学校教育においては、英語力の一層の充実や、自分

の国や相手の国について歴史や文化を理解し、尊重して、主体的にコミュニケーションを図ろ

うとする態度の育成が極めて重要な課題となってくる。 

小学校学習指導要領（平成 29年告示）では、児童の学習意欲向上のために、主体的な学び

との関係から、児童が学ぶことに興味や関心をもち、学習の見通しを立てたり、学習した内容

を振り返って次につなげたりする機会を設けることが、各教科の指導において重要であると指

摘されている。また、国立教育政策研究所は、学習評価の三観点の一つである「主体的に学習

に取り組む態度」においても、粘り強い取組とともに、自らの学習を調整しようとする力が問

われ、見通しをもつことや学習をやり遂げること、自らの学習を振り返ることが重要としてい

る。さらに、外国語科については、平成 20年の学習指導要領改訂や、平成 23 年度からの小学

校高学年における外国語活動の導入を通して、小・中・高等学校で一貫した外国語教育を実施

することにより、様々な取組を通じて指導の充実が図られ、各学校段階における指導改善によ

る成果が認められるものの、学年が上がるにつれて児童生徒の学習意欲に課題が生じるといっ

た状況が挙げられている。 

学習意欲に課題が生じるという状況は所属校においても見られ、令和 4年度に実施された

「大分県学力定着状況調査」の「児童質問紙」の結果によると、「外国語・外国語活動の勉強

はどれくらい好きですか」という質問に対して、肯定的回答をした所属校児童の割合は 59.4%

であり、大分県の児童の割合 65.4%を 6ポイント下回っていた。また、全 11 教科の中で社会

科、国語科の 44.3%に次いで 3番目に低い数値となっていたことから、外国語の学習に対して

あまり意欲的ではないことがうかがわれた。 

その結果を受け、今年度所属校の第 5、6学年にアンケート調査を実施したところ、「外国語

科の勉強は好きですか」という質問に対して肯定的な回答をした児童の割合は 87.4%であっ

た。一方、肯定的ではない回答をした児童 12.6%（28 人）の理由としては、「英語を聞いた

り、話したりすることに対して分からない・できないと感じる」（19/28 人）、「英語を話すこ

とに対してはずかしい・緊張すると感じる」（10/28 人）、「学習の方法が分からないと感じ

る」（5/28 人）ということが挙げられ、このことが学習意欲を低下させる主な要因となってい

ることが分かった。また、「外国語活動はあまり好きではなかったが、外国語科は好きであ

る」（16 人）とする主な理由としては、「言っていることが分かるようになってうれしいか

ら」（13/16 人）が一番多かった。以上の結果から、学習意欲を高めるには、聞いたり話した
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りすることに対して「分かった」「できた」という思いを児童自身が実感することが重要であ

ると考えられる。さらに、外国語科では、「聞くこと」において音声で十分に慣れ親しんだ英

語表現を使って「話すこと」の活動に取り組み、「読むこと」「書くこと」の学習を行うという

順序性を踏まえた指導が重要となることから、「聞くこと」「話すこと（やり取り）（発表）」領

域に焦点化し研究を進めていく。 

また、児童が「分かった」「できた」という思いを実感するためには、実際に、「話している

内容が聞き取れた」「自分の言いたいことが伝わった」という思いをもつことが大切であると

考える。そのために、まず、学習活動の目的を意識し、見通しとめあてをもつ。次に、めあて

に向かって児童一人一人が自らの課題に応じた方法を選択し、学習を進めていく。最後に、自

らの学びの成果を振り返り、次へとつながるめあてをもつ。この「めあて」「個に応じた学習

方法の選択」「振り返り」による学習過程を通して自らの学びを調整することができれば、学

習意欲は向上していくと考える。 

以上のような「分かった」「できた」という思いを実感できる授業改善を行うためには、「ど

のようなことができるようになればよいのか」という客観的な基準を教師と児童が明確に共有

して取り組んでいくことが必要であり、そのためには「CAN-DO リスト」の活用が重要になる

と考える。文部科学省は、「CAN-DO リスト」を活用して児童と教師が目標を共有することは、

教師の指導と評価の改善につながるとともに、児童については、自らの学びを調整できる自律

的学習者としての態度・姿勢が身に付き、学習意欲のさらなる向上につながるとしている。ま

た、大分県では「小学校英語指導の手引き 3（実践編）」の中で、「CAN-DO リスト」の形式で学

習到達目標を設定し、単元計画を作成することを提言しており、大分市においては、「単元計

画」の中に具体的な 1時間ごとの「CAN-DO」を「CAN-DO リスト」から位置付けている。 

しかし、令和 4年度「英語教育実施状況調査」の結果を見ると、大分県では「CAN-DO リス

ト」形式による学習到達目標を設定している学校は 98.4%と高い数値が出ているものの、

「CAN-DO リスト」形式による学習到達目標の達成状況を把握している学校は 78.5%、「CAN-DO

リスト」形式による学習到達目標を児童や保護者と共有している学校は 48.6%であり、「CAN-

DO リスト」の活用が十分ではないことがうかがわれる。 

以上のことから、自らの学びを調整し、学習意欲を高めるため、「CAN-DO リスト」を有効に

活用した授業改善を行っていく。 

これまで述べてきたことを踏まえて、外国語科において、児童が自らの学びを調整しながら

学習し、「分かった」「できた」という思いを実感できる授業改善を行えば、学習意欲が高まる

のではないかと考えた。そのための手立てとして、一つ目は、最終ゴールや「CAN-DO リス

ト」を共有することで学習の目的を理解し、見通しとめあてをもたせること、二つ目は、自分

に合った方法を選択しながら学習をさせる中で「話している内容が聞き取れた」「自分の言い

たいことが伝わった」という思いをもたせること、三つ目は、自らの学びの成果を振り返り

「分かった」「できた」という思いを実感させることで、外国語科に対して「もっと学びた

い」「もっとできるようになりたい」という学習意欲を高めることができるのではないかと考

え、本研究主題を設定した。 
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3. 研究仮説 

  小学校外国語科の「聞くこと」「話すこと」領域において、「CAN-DO リスト」を活用しため 

あてを設定し、子ども自身に自らの課題に応じた学習方法を選択させ、次へつながる振り返り 

の場を仕組めば、「分かった」「できた」という思いを実感し、自らの学習意欲を高めることが 

できるであろう。 

 

4. 全体構想 

 

 

 

 

 

 

 

5. 研究方法 

（1）文献調査・先行研究調査 

  ①「学習意欲」とは 

②「自らの学びを調整する」とは 

  ③「めあて」について 

④「個に応じた学習方法の選択」について 

⑤「振り返り」について 

（2）教材研究 

  ①学習指導案作成 

②ワークシート・振り返りシート・デジタル教材準備 

（3）仮説検証 

①大分市教員及び所属校児童の実態把握と分析 

②検証授業に向けた、外国語科学習指導案作成 

③検証授業 

④検証授業の分析 

⑤事後調査による児童の変容の分析 

（4）研究のまとめ 

【研究仮説】 
小学校外国語科の「聞くこと」「話すこと」領域において、「CAN-DO リスト」を活用しためあ

てを設定し、子ども自身に自らの課題に応じた学習方法を選択させ、次へつながる振り返りの
場を仕組めば、「分かった」「できた」という思いを実感し、自らの学習意欲を高めることがで
きるであろう。 

【研究主題・副題】     
子どもたちが「分かった」「できた」という思いを実感し、自らの学習意欲を高める 

小学校外国語科学習指導の在り方 
～自らの学びを調整する場の設定を通して～ 

【研究内容】 
外国語科の授業展開において「CAN-DO リスト」を活用しためあての 

設定、個に応じた学習方法の選択、次の学びへつながる振り返りは、
児童が「分かった」「できた」という思いを実感し、自らの学習意欲を
高めるために有効であったか。 

研  究  の  成  果  と  課  題 

 
検証授業 
分析 
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6. 研究内容 

（1）文献調査・先行研究調査  

 ①「学習意欲」とは 

櫻井（2017）は、【表１】のように学習意欲を 3種類に分類している。「自律的な学習意欲

（自ら学ぶ意欲）」は、知的好奇心に基づいて、面白いから学ぼうとする「内発的な学習意

欲」と、人生の目標を達成するために意識的に学ぼうとする「自己実現のための学習意欲」

で構成される。「内発的な学習意欲」は学ぶこと自体を目的とし、「自己実現のための学習意

欲」のベースとなる。それに対して「他律的な学習意欲」は、何らかの目的を達成するため

の手段として学ぶ「外発的な学習意欲」である。「自己実現のための学習意欲」は「外発的

な学習意欲」に分類することができるが、児童が将来を展望し、現在の学習活動を充実した

ものにしていくために重要な学習意欲であり、「他律的な学習意欲」とは独立して取り上げ

ることが望ましいとしている。 

 

 

また、櫻井は、【図 1】のように、   

「自ら学ぶ意欲」がどのような要因に   

よって生じ、どのような学習行動と 

なって現われるのか、その学習行動の 

結果は「自ら学ぶ意欲」にどのように 

フィードバックされるのかを「自ら学 

ぶ意欲」のプロセスモデルとして示し 

ている。そして、プロセスに影響する 

重要な要因の一つが、メタ認知（自己 

調整能力）であると述べている。 

さらに、「自ら学ぶ意欲」が形成さ 

れ、学習行動を生起する中では、見通し  

自律的な 

学習意欲 

（自ら学ぶ 

意欲） 

内発的な 

学習意欲 

 

・興味・関心（好奇心）があるから  ・おもしろい/楽しいから 

・好きだから             ・もっと知りたい/理解したいから 

・もっと賢くなりたい/できるようになりたい/成長したいから 

自己実現 

のための 

学習意欲 

 

・自分の将来のために必要だから 

・重要だから（自分にとって価値があるから） 

・志望する仕事につきたいから 

・人間として成長したいから 

・社会や人の役に立ちたいから 

・重要な他者の期待に応えたいから 

他律的な 

学習意欲 

 

・報酬（ご褒美）がほしいから         ・お金持ちになりたいから 

・他者（親や教師）にやりなさいと言われるから ・出世したいから 

・悪い成績をとりたくないから         ・有名になりたいから 

・他者から能力が高いと見られたいから     ・他者（多くは友達）に勝ちたいから 

・他者から能力が低いと見られたくないから   ・他者（多くは友達）に負けたくないから 

・恥をかきたくないから            ・よい仕事につきたいから   

・子どものうちは勉強しないといけないから   ・勉強しないと頭が悪くなるから 

・他者にほめられたいから 

・他者に叱られたくないから 

【表 1】櫻井による 3種類の学習意欲と学ぶ理由（一部抜粋） 

【図 1】櫻井による自ら学ぶ意欲のプロセスモデル 
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をもつこと、学習方略の見直しや微調整を行うこと、振り返り（自己評価）を行うことが重 

要であるとしている。 

本研究では、「学習意欲」を「その時間やその単元だけに限られてしまう意欲ではなく、 

  学ぶこと自体を目的とし、「もっと学びたい」「もっとできるようになりたい」という児童の 

  気持ちの高まり」であるとし、自律的な学習意欲の形成を目指していく。 

 

②「自らの学びを調整する」とは 

   溝上（2019）は、学習指導要領に示さ 

れた「主体的な学び」を【図 2】のよう 

に「主体的な学習スペクトラム」に位置 

付けている。 

「主体的な学び」は、「学ぶことに興味 

や関心をもち」と示されていることか 

ら、与えられた課題に興味や関心がもて 

なければ、教授学習は成り立たないとす 

る「課題依存型の主体的学習」ではな 

く、「自己調整型の主体的学習」に対応するとしている。一方で、授業づくりにおいて、「人 

生型の主体的学習」まで求めるのは難しいという見解を示している。 

本研究では、「自らの学びを調整している姿」とは、「児童が学習に対してその目的を理解

し、ゴールまでの見通しをもつことで自らのめあてを決定し、方法を選択して学習に取り組

んだり、学びを振り返ったりすることで成果を実感し、次へのめあてを見いだしている姿」

と考える。 

   以上のことから、本研究において、子どもたちが「分かった」「できた」という思いを実 

感し、自らの「学習意欲」を高めるために、自らの学びを調整する「めあて」「個に応じた 

学習方法の選択」「振り返り」の三つの学習過程を設定する。 

 

③「めあて」について 

児童が学習に対してその目的を理解し、ゴールまでの見通しをもち、主体的に学習して 

いくためにも「めあて」の設定は重要である。【表 2】を見ると、森脇（2019）の「めあて 

の 6要件」からも、児童が自分の学習について「できたかできなかったか」を後で振り返る 

ことができるような「めあて」でなくてはならず、「めあて」づくりは授業が終わったとき 

の児童生徒の姿を想定することから始める「逆算設計」で考えることが大切であることが分 

かる。特に、外国語科の授業においては、「CAN-DO リスト」から付けたい力を、「CAN-DO」 

（1 単元又は 1時間ごとに抜粋した「CAN-DO リスト」）として示すことにより、「めあて」が 

具体化され、振り返りが明確になると考える。そこで、最終ゴール（学期の最後に取り組む

言語活動）を「Check Your Steps」を基に作成し、「CAN-DO リスト」を活用して、学期の終

わりまでにできるようになることを示す。最終ゴールに向けた「My Goal（自己のめあて）」

を、話す内容面と伝える工夫（目を見る、ジェスチャーを入れるなど）の面から決めさせ、

【図 2】溝上による主体的な学習スペクトラム 
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最終ゴールを目指して各単元の学習をするという目的意識をもたせる。この最終ゴールで

は、日常生活と類似した場面で ALT と交流する機会を設定することで、英語を話すことに慣

れさせ、少しずつ抵抗を減らし、何気ない生活の場面で実際に ALT との交流ができるように

なることを目指したいと考える。単元の学習では、最終的に目指す姿を映像で確認後、「Our 

Goal（単元のめあて）」を、教科書の「聞き取る」「やり取りをする」「やり取りや発表をす

る」という構成で示し、単元の見通しをもたせる。1 時間の学習では、「Today's Goal（1時

間のめあて）」を確認し、「めあて」を具体化した「CAN-DO」を示す。以上のことを通して、

児童が学習の目的を理解し、最終ゴールまでの見通しをもって自らのめあてを決定し、学習

に取り組むことができるのではないかと考える。 

 

④「個に応じた学習方法の選択」について 

児童が「分かった」「できた」という思いを実感するためには、実際に「聞く」「話す」こ

とができるようになることが重要であるが、一斉学習ではそれぞれのつまずきに応じた指導

を十分に行うことは困難である。そこで、本研究において「個に応じた学習方法の選択」が

できるようにする。この選択とは、「個々のめあてを達成するため、教師から示された学習

方法の中から児童が自分の課題に応じた学習方法を選択すること」とする。児童が自分の課

題に応じた方法で学習をする際には多様な選択肢が必要となるので、教師から複数の学習方

法を示す。村山・大島（2021）によると、一斉指導中心であったこれまでの指導の観点を変

え、学習者に学びを委ねることによって学びの個別化を図ることは、どの校種においても個

に応じた学びのさらなる改善のために有効であり、そのツールの一つとしてタブレット端末

の活用を提唱している。 

そこで、「聞くこと」の学習においては、デジタル教科書の音声を利用して、繰り返し聞

いたり、一旦停止をしながら聞いたり、巻き戻したり、スピードを落としたりする方法を児

童一人一人が選択しながら学習に取り組むようにさせる。また、デジタル教科書では、収録

されていなかったりスピードを落とせなかったりする音声もあるので、タブレット端末で画

1 めあての可視化 めあてが提示される。 

2 めあての「自分化」 学習者の既習学習事項や経験とつなげ、自分化する手立て（読ま
せる、書かせる）が講じられている。 

3 めあての「逆算」設計 授業終了時に児童・生徒につけたい力が具体的にイメージされて
いる。また、めあて達成のために、どのような活動や教材が選択
され、また、それらが授業の展開の中に位置づけられるのか明確
である。 

4 めあての言葉の吟味 めあての言葉が、学習プロセスと学習結果、両方において吟味さ
れている。考える、調べる、探究する、知る、わかる、できる
等、具体的な活動内容の質が吟味され、振り返りが可能な活動と
して設定される。 

5 わくわく感、ドキドキ感のあるめあて
に 

児童が「やってみたい」「わくわくする」と思えるめあてになっ
ているか。 

6 学習の意味の提示としてのめあて めあてによって学習の意味が提示できているか。 
「めあてが達成できたら、こんなふうな見方ができるようになる
よ。」 
「○○ができたら、こんな世界がひろがるよ」といえるもの。 

【表 2】森脇によるめあての 6要件（一部抜粋）  
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面録画を行い、授業支援アプリケーション「ロイロノート・スクール」（以下ロイロノー

ト）の資料箱に保存しておき、児童が必要に応じて映像や音声を取り出すことができるよう

にしておく。また、「話すこと」の学習においても、デジタル教科書やタブレット端末の録

画機能を利用して、モデル会話のまねをしたり前の学習に戻って音声を聞きながら練習した

り、動画を撮って改善につなげたりしながら取り組ませたいと考える。 

加えて、村山・大島（2021）は、学習の仕方を学習者自身の判断に委ねることを基本とし 

ながらも、状況に応じて、児童の特性を踏まえた上で教師が個別支援を行うことの重要性を

述べており、学習方略の支援方法の模索を今後の課題として挙げている。 

このことから、デジタルツールは、全ての児童にとって有効であるとは言えず、ALT や友 

達に分からないことを教えてもらったり、一緒に会話の練習をしたりすることも必要な学習

方法の一つであると考える。児童一人一人の課題に応じた学習方法を示し、必要に応じて個

別の支援を行うことで、「話している内容が聞き取れた」「自分の言いたいことが伝わった」

という思いをもたせていきたい。 

 

⑤「振り返り」について 

森脇（2021）によると、小学校学習指導要領総則では、「主体的に学習に取り組む態度」

について、「ねばり強さ」とともに「自己調整能力」が問われ、その内容として「見通しと

学習の遂行、ふりかえり」が焦点化されているとしている。また、いくつかの実践を通し

て、振り返りによって学びの実感をもち、次へのめあてをもつことができると結論付けてい

る。【表 3】のように森脇の示す「ふりかえりの 6要件」に沿って、外国語科の振り返りに

ついて考えると、要件 1や 2については行われているが、要件 3～6となると森脇が述べて

いるとおり、タイムマネジメントの問題であまり行われていないように感じる。そこで、こ

の四つの要件を振り返りの視点に取り入れれば、自らの学びの調整、「分かった」「できた」

という思いの実感、自律的な学習意欲の形成のための一つの手立てになるのではないかと考

える。 

具体的には、自律的な学習意欲の形成へつなげるために、振り返りシートの記述を通し 

て、要件 3や 5を取り入れ、できたことやできなかったことを客観的に捉え、自らの課題を 

様々な学習方法を選択しながら解決していった学びの過程について振り返らせる。また、要 

件 4のように、解決できなかった課題や、振り返る過程で生じた新たな課題については、全 

員で共有することで解決へと導く。さらに、要件 6を参考にし、その時間の学習を生かし 

て、これからやってみたいことについて記述させることで、次へのめあてをもつことができ 

るようにする。また、ペアの友達とお互いのよくなったところを伝え合ったり教師が肯定的

なフィードバックを行ったりすることにより、さらなる学習意欲の高まりを目指していく。 

このような振り返りにより、自らの学びの過程や変容を自覚することが可能になり、「分

かった」「できた」という思いを実感できる。さらに、「自分はここまでできる」という自信

をもつことができれば、次の目標へつながり、その時間だけにとどまらず、次時や次の単

元、これから続く外国語学習に対して学習意欲が継続できるのではないかと考える。 
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以上のことから検証授業では、児童の振り返りの記述を通して、自らの学びを調整するこ

とができたか、「分かった」「できた」という思いを実感できたか、自律的な学習意欲が形成

されているかという 3点について分析を行う。 

 

（2）検証の視点について 

本研究では、外国語科の授業展開において「CAN-DO リスト」を活用しためあての設定、

個に応じた学習方法の選択、次の学びへつながる振り返りは、児童が「分かった」「でき

た」という思いを実感し、自らの学習意欲を高めるために有効であったかという視点を基

に、仮説を検証していく。 

学習者 内容 教師の働きかけ（支援・環境設定） 

1 ふりかえりをと

りあえずする 

ふりかえりの実施（内容や方法

は問わない） 

タイムマネジメント（とにかくふりかえりの時間

をとる）ふりかえりはどのようなふりかえりでも

可。 

2 めあてに即した

ふりかえりをする 

授業の冒頭に示されためあてに

即してふりかえりを行う。 

今日のめあて、どうだったかな？めあてに即さな

いふりかえりも許容。 

3 ふりかえりが授

業の学び直しにな

る 

単に「楽しかった」「わかった」

というだけではなく、何を学習

したのか、それをどのようにわ

かる、できるようになったのか

を学習者が明らかにする。 

「今日学んだことでどんなことが新たにわかった

ことか、具体的に挙げてみましょう」教えたこと

を学ぶ立場に立って「おさらい」をしてみる、と

いう支援をする。ビフォーアフターの学習者理解

を促す手立て（例：コンセプトマップ）の使用。

また、振り返りの精度を上げるために、キーワー

ドを指定してそれを使ってふりかえりを書かせる

などの工夫が必要。 

4 ふりかえりをす

ることで新たな気

づきや問題意識を

得る 

ふりかえりをすることで、学習

内容について自分なりに整理し

たり、構成したりすることで授

業中には気づかなかったことに

気づいたり、新たな問題意識を

持つようになる。 

「今日の内容を自分でおさらいしましょう。ふり

かえって気付いたことを書きましょう。またもっ

とこういうことが知りたいということがあれば書

きましょう。」「できなかったことをきちんと具体

的に書けることはすばらしいことです。それを評

価します」とフォロー。 

5 学習のメタ認知

ができる 

授業内容について、何がわかっ

たか、できるようになったか、

また何がわからなかったか、で

きなかったかを区別し、それを

明らかにすることができる。い

わゆる学習のメタ認知ができ

る。 

「今日学んだことで、わかったこと、できたこと

をあげてみましょう。またわからなかったこと、

できなかったこともあげてみましょう」 

ふりかえりの精度を上げていくためには、応用問

題を解かせたり、相互評価を取り入れることは効

果的 

6 学習内容につい

て学んだ実感を持

ち、自分にとって

の意味を明らかに

できる 

自分の現在、将来にとっての学

習内容の意味を実感し、その意

味を明らかにすることができ

る。 

 

ポートフォリオ的な一枚シートのふりかえりシー

トが効果的。以前にできなかったことやわからな

かったことが今日わかったのか、できるようにな

ったかを比較することができるようにする。 

【表 3】森脇によるふりかえりの 6要件（一部抜粋）  
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7. 研究の実際 

（1）外国語の授業に係る実態調査 

①所属校第 5学年対象アンケート 

所属校において、予備授業及び検証授業の対象 

である第 5学年の 2クラスの児童に事前調査（6  

月 27 日実施 回答総数 77）を実施した。「外国 

語の学習に対して「もっと学びたい」「もっとで 

きるようになりたい」と思いますか」という 

質問に対して、【図 3】のように、77 人中 73人 

の児童が肯定的回答をしている。しかし、【図  

4】のように、「外国語の授業以外で英語を使っ 

てやってみたいことはありますか」という質問 

に対しては、「はい」と回答した児童は 77 人中 

44 人であった。このことから、児童は「もっと 

学びたい」「もっとできるようになりたい」とい  

う気持ちはもっているが、英語を実際に使おう 

とする意欲にはつながっていない。英語を積極 

的に使おうとする意欲が低いその要因を、【図 

5】のように外国語の学習に対して「もっと学 

びたい」「もっとできるようになりたい」と思う理由を基に分析した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

【図 6】を見ると、「分かった」「できた」という気持ちになっていると回答している児童 

  が多いが、実際は回答より少ないことが推察される。また、「将来困る」「分からない、でき

ない」などの理由から、「もっと学びたい」「もっとできるようになりたい」と思っている児

童がいることも分かった。 

以上のことから、学ぶこと自体を目的として、「もっと学びたい」「もっとできるように 

なりたい」という自律的な学習意欲を高めるためには、「英語で話している内容が分かっ 

○「将来困らないため」「できないと大人になって困る」と 9人の児童が回答 
 →授業以外に英語を使ってやってみたいことが 「ある」4人 「ない」5人 
                                ↓ 
          外国語を学ぶこと自体に楽しさを見付けて「もっと学びたい」と思って

いるわけではなく、「将来自分が困らないため」の手段として「外国語を
もっと学びたい」と思っているのではないかと考える。 

○「上手く話せない」「まだ正確に分かっていない」「あまりできないから」「ぜんぜんできて
いないから」と 4 人の児童が回答 

 →授業以外に英語を使ってやってみたいことが 「ない」4人 
                         ↓ 

自分の英語力に自信がないので、「もっと学んでできるようになりたい」と思っている。 
「外国語を聞いたり、話したりする学習に対して「分かった」「できた」という気持ちに

なっていますか。」という質問に対しては、4人の児童全員が肯定的回答をしてはいるが、
実際には「上手く話せない」「あまりできていない」と感じていることが分かる。 
 

【図 3】「「もっと学びたい」「もっとできるようになり 

たい」と思うか」という質問に対する回答 

 

【図 4】「外国語の授業以外で英語を使ってやってみた 

いことはあるか」という質問に対する回答 

 

【図 5】「もっと学びたい」「もっとできるようになりたい」と思う理由 
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た」「自分の言いたいことを英語で伝えること 

ができた」という思いをもち、自らの学びの 

過程や成果を振り返り、自覚することで、「分 

かった」「できた」という思いを実感できるこ 

とが大切であると考える。 

そこで仮説検証のため、児童アンケートに 

  おいて、「外国語の学習は好きですか」という 

質問に対して「とてもそう思う」「まあまあそ 

う思う」という回答を肯定的な回答（学習意 

欲高め）とし、「あまり思わない」「全くそう 

思わない」という回答を否定的な回答（学習 

意欲低め）として分類した。さらに、パフォーマンス評価と単元末聞き取りテストの結果を

基に【表 4】のように児童を四つの層に分けることにした。また、「外国語の学習に対して「も

っと学びたい」「もっとできるようになりたい」と思いますか」「外国語の授業以外で英語を

使ってやってみたいことはありますか」という質問に対しても、各層で「外国語の学習は好

きですか」という質問に対する回答と同じような学習意欲の傾向が見られた。 

 

 

検証については、 

一人一人のアンケー 

トの回答や、聞き

取りテスト、パフ

ォーマンステスト

の結果を【表 5】

のように一覧に

し、振り返りの内

容や学習中の様子

などを総合的に分

析することによっ

て、学習意欲を高

めるためには、何

が効果的であるのかを見取る必要があると考える。そのために、学習意欲を中心にして層分

けを行い、各層から児童を抽出し、その結果を授業前後で比較することで仮説を検証してい

く。 

A 層 51 人 学習意欲高め・「聞くこと」「話すこと」A、B 

B 層 15 人 学習意欲高め・「聞くこと」「話すこと」C 

C 層 7 人 学習意欲低め・「聞くこと」「話すこと」A、B 

D 層 4 人 学習意欲低め・「聞くこと」「話すこと」C 

【図 6】「「分かった」「できた」という気持ちになっている 

か」という質問に対する回答 

【表 5】分析に使用する一覧表（例）  

【表 4】学習意欲を中心にして行った児童の層分け（対象児童数 77 人） 

 

 

聞く 話す（発表）
外国語の学

習が好きか

もっとでき

るようにな

りたい・

もっと学び

たい

使ってやっ

てみたいこ

と

備考 層

A A ◎ ある A

◎ ◎ ある A

C ◎ ◎ ある B

△ ない
話している内容が分からない・はず

かしい・勉強のしかたが分からない
C

C C △ △ ない

自信がない・間違えたらいやだ・分

かったできた×・めあて×・振り返

り×・なぜ勉強しないといけないの

か分からない

D

◎ ある A

C ◎ ない B

◎ ◎ ない A

△ ない

振り返り×・めあて×・分かった、

できた×・はずかしい・なぜ英語を

勉強しないといけないのか分からな

い

C

A ない A

A ない 「できていない」・めあて× A



11 

 

②大分市小学校教員対象アンケート 

今回、外国語科の授業に対する意 

識調査を行うため、外国語科の授業 

をしたことがある大分市内の教員を 

対象にアンケート調査（7月実施  

回答総数 234）を行った。外国語科 

の授業を行う上で困っていることが 

あるとする教員は 76%であった。【図 

7】を見ると、困っている内容は自分 

の英語力を除くと、授業の進め方が 

分からない、時間配分や活動同士の 

つながりをもたせることが難しいと 

いう授業展開に関することが多い。 

このことから、学習活動がそれぞ 

れ独立して行われ、「めあて」とつな 

がっていないことや、重要度を区別して活動を精選することで適切な指導時間を確保するこ 

とができていないという状況が推察される。 

このような状況から、「めあて」「個に応じた学習方法の選択」「振り返り」という三つの

学習過程を設定した単元指導計画を提案したいと考える。また、「CAN-DO リスト」を基にし

て、どのように学習活動を精選し、活動をつないでいけばよいのかということを ALT と協議

し、授業を通して検証する。 

 

（2）予備授業 

 

①「めあて」について 

1 学期の最終ゴール「ALT の先生にもっと自分のことを知ってもらえるような自己紹介を

しよう」を【図 8】のように示したことにより、自己紹介のために各単元の学習を進めてい

【図 7】「外国語科の授業を行う上で困っていることはど 
のようなことか」という質問に対する回答 

（複数回答） 

予備授業 1 Unit3 
 
実施日 令和 5年 6月 27 日（火）29日（木）7月 4日（火）7日（金）11日（火）13 日（木）

19 日（水） 
 
対 象 大分市立滝尾小学校 5年生 
 
題 材 Unit3「What do you want to study?」 
 
ねらい  自分のことを伝え、相手のことをよく知るために、学びたい教科やなりたい職業な

どについて、聞き取りや話す練習の方法を工夫したり、モデル会話や友達のよいとこ
ろをまねしたりすることにより、短い話を聞いてその概要が分かったり、伝え合った
り、話したりすることができるようにする。 

 
学習活動  「グループの友達と自分の夢や、学びたい教科の入った夢に近付く時間割につい

て紹介し合おう」という「Our Goal」に向けて、自分の課題に応じた学習方法を選
択しながら、話のおおよその内容を聞き取ったり、ペアでやり取りをしたり、グル
ープで発表し合ったりする。 
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くことが共通の目的として認識できた。また、各時間、 

各単元の学習が 1学期の最終ゴールと結び付いている 

ことを意識させたことで、児童は学習の意義を見いだ 

すことができたと考える。さらに、目的意識や相手意 

識をしっかりともたせるために、めあてを決める時間 

を十分に確保し、次の時間のめあてを決めるときには、 

「My Goal」について想起させる必要があると感じた。 

 また、【図 9】のように「CAN-DO」を示したことで、 

児童はその単元や時間の学習のゴールを明確に捉えるこ 

とができ、全ての学習活動が最終ゴールに向かって行わ 

れるということを意識することができた。さらに、教師 

も学習活動に軽重を付ける基準や、チャンツや歌を聞か 

せる際の視点として活用できた。 

 

②「個に応じた学習方法の選択」について 

「聞くこと」については、一斉に聞き取りを行い自分の 

選んだ答えが正解かどうかを確かめるために、個人の聞き 

取りの時間を設定した。また、聞き取り方法をたずねた 

が、児童からは「もう一度聞く」という方法しか出なかっ 

た。聞き取れなかったときは、一斉にもう一度聞くという 

経験しかなかったためと思われる。そこで、【図 10】のよ 

うに教師から聞き取り方法を示した。その聞き取り方法を 

ロイロノートの資料箱に保存したり、スクリーンに提示し 

たりすることで、児童が必要に応じていつでも見ることができるようにした。さらに、二つ

以上の学習方法を組み合わせている様子が見られたので、全体に示し、広げていくことにし

た。以上のことから、一斉に聞いたときには答えを記入できていなかった児童も、それぞれ

聞き取っているうちに「そうか」「分かった」という声が聞かれ、記入することができた。

同時に、答えが書けない児童には、教師や ALT が児童の近くでゆっくり言い直したり、ヒン

トを与えたりしながら一緒に考えるようにすると、何問か回答でき有効であった。 

  「話すこと」については、【図 11】に示した方法から選 

択させ、練習時間を設定した。教師と ALT のモデル会話の 

中に既習事項を入れたことで、Unit1 や Unit2 の音声をデ 

ジタル教科書で聞きながら、「Key Phrase」（「CAN-DO」に書 

かれたできるようになることを英語の表現にしたもの）で 

ある「What do you want to study？ I want to 

study ～.」という表現以外も使って話そうとする姿が見 

られた。また、児童の振り返りの「リズムよく話したい」 

という記述を受けて、「チャンツに合わせて練習する」という項目も増やし、児童の課題か

ら生まれた学習方法であることを褒めて全体で共有することで、自分たちで学習方法を考え

【図 11】Unit３で児童に示した 

「話す練習方法」 

【図 9】板書に示した第 3時の「CAN-DO」 

【図 10】Unit3 で児童に示した 

「聞き取り方法」 

【図 8】1学期の最終ゴールに向けて「My Goal」を 

決めるワークシート 
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出すことを促した。 

  このことから、児童が「分かった」「できた」という思いを実感するためには、それぞれ

の課題に応じた学習方法を児童が選択して取り組むことが重要であり、さらに、教師や ALT

が個別支援を行うことが、その手助けとなることが分かった。 

 

③「振り返り」について 

  振り返りにおいては、授業終末の活動となることから、 

時間の確保がこれまでの課題であった。そこで学習活動 

を精選して授業を行った。歌やチャンツは授業の初めに 

流す、「Word Link」は「Small Talk」や最初の挨拶の中 

で扱う、「Small Talk」はモデル会話や、聞き取り問題の 

中で児童とのやり取りを交えながら行うなど、「CAN-DO 

リスト」を基にして、ALT と相談しながら、活動に軽重 

を付けた。 

    また、振り返りシートは、記述が苦手な児童がいるこ 

とや、「できたこと」という視点に対して、「聞き取れた」 

などの記述しか見られなかったため、【図 12】のように 

4 段階評価する視点と記述で行う視点とに分けた。「話す 

こと」の時間には、会話をした同じペアの友達とお互いのよかったところを伝え合うなどし 

て、自分の学びの成果を実感させた。さらに、次の時間に数名の振り返りを紹介すること 

で、「want to が言いづらい」や「I like の後には toが必要か」など児童の困りを全体で 

共有し、新しい学びにつなげることができた。 

児童の「もっとできるようになりたいこと」に対する記述については、「できないからで

きるようになりたい」という記述が多く見られ、自分が「できた」ことと「できなかったこ

と」を客観的に捉えることができていた。しかし、「できない」ことばかりに目を向けさせ

るのではなく「自分はこれだけできるようになったから、次の学びではこんなふうに生かし

ていきたい」という自信をもたせることが重要であると考える。そのために、学習中や振り

返りの時間に「何ができるようになればよいのか」ということを「CAN-DO」を通して確認す

る必要があると感じた。一方で、「みんなの発表をたくさん聞きたい」「話している人に反応

したい」「生活に生かしたい」など、英語を使ったコミュニケーションを楽しんでいる記述

も見られた。さらに、多くの児童が、英語を学ぶこと自体に楽しさを感じ、「もっと学びた

い」と感じることができるような振り返りの視点を与える必要があると考える。 

 

④「Key Phrase」の提示の仕方について 

Unit3 の学習では、「CAN-DO」がより明確になるように、「CAN-DO」の内容を英語で「Key 

Phrase」として示した。児童の話している様子を見ると「Key Phrase」を示したことで、既

習事項を入れるなどの工夫が見られなくなり、「Key Phrase」を話せばよいという意識に変

わってしまったように感じた。児童の「話したい」という意欲を高めるために提示の仕方を

工夫しなければならないのではないかという課題が残った。 

【図 12】改良した振り返りシート 
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後日、文部科学省の入之内昌徳教科調査官に「CAN-DO リスト」の使い方等についてお話 

を伺う機会があり、 

・最初から「Key Phrase」を示してしまうとその表現を使うことが学習の目的となって 

しまうので、言語活動をまずさせてから「どんな表現を使ったか」児童にたずねたり、

「Key Phrase」を使っている児童の様子を動画に撮って見せたりしながら、示していく

ことが重要である。 

・話す内容は児童の意欲に沿ったものであり、聞いている相手がどのような情報を聞きた

いと思っているのかということも考えて、決めさせる必要がある。 

というようなことをご示唆いただいたので、予備授業 2で活用することとした。 

まず、2学期から所属校に赴任した ALT の自己紹介を聞かせ、ALT が児童に聞きたいと思 

うことは何か考えさせた。「好きなスポーツの話をしていたので、自分たちの好きなスポー 

ツが何か知りたいのではないか」「兄弟の話をしていたので、自分たちの家族について聞き 

たいのではないか」と予想したり、ALT に直接たずねたりする姿が見られた。 

また、言語活動をまずさせてみることを心掛け、自己紹介スピーチを ALT も含め、ペアを 

かえながら複数回させた。すると、会話の終わりに言う「Nice to meet you.」の代わりに

「Thank you.」「See you.」と言うなど、自分の知っている表現を使って工夫をする姿があ

った。また、何かを見ながら言うのではなく、ALT の目をしっかりと見て話したり、好きな

動物を言った後に、ALT の好きな動物をたずねてみたり、相手を意識して話す姿も見られ

た。初めに「Key Phrase」を示したときには見られなかった姿であると感じた。 

   さらに、スピーチの前半が終了した時点で困りを共有し、話し終わった後は「See you.」 

ではなく、「Thank you.」「Nice to meet you.」がふさわしいことを ALT と確認した。ま 

た、アイコンタクトができていた児童や、ALT に質問をした児童の映像を見せ、全体の場で 

価値付けたことで、後半のスピーチでは多くの児童が相手を意識して話そうとしていた。 

   スピーチを終えた児童は、「ALT や多くの友達と英語で会話をしたことが初めての経験で 

ある。」と言っていた。「英語で会話することはとても楽しく、また話してみたいという気持 

ちになった。」という感想が聞かれた。 

予備授業 2 Check Your Steps1 
 
実施日 令和 5年 8月 29 日（火）9月 4日（月） 
 
対 象 大分市立滝尾小学校 5年生 
 
題 材 Check Your Steps1 

「初めて会う ALT の先生に自分のことを知ってもらうために自己紹介をしよう」 
 
ねらい  外国の人に自己紹介をするために、好きなもの・こと、ほしいもの、誕生日などに

ついて、練習の方法を工夫したり、モデル会話や友達のよいところをまねしたりする
ことにより、話すことができるようにする。 

 
学習活動  「初めて会う ALT に自分のことを知ってもらうため、自己紹介をしよう」とい

う最終ゴールに向けて、聞く相手がどのようなことを知りたいと思っているのか
という視点で話す内容を考える。また、それぞれの単元の「CAN-DO」を再確認
し、1学期の学習を通して英語で伝えられるようになった内容を活用して、自己
紹介カードに自分の名前と、一番伝えたいことの絵を描いて、カードを見せなが
ら ALT に自己紹介をする。 
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（3）検証授業 1 

ALT に実際に話をしてもらったことで、「なんで来てくれないのかな。」「家族が多いから

来るのが大変なんじゃないかな。」「飛行機がこわいのかな。」などのつぶやきが聞かれ、ALT

の家族が興味をもちそうなことについて ALT に実際にたずねている姿が見られるなど、言語 

活動に対する目的意識と相手意識をもつことができた。 

 

①「めあて」について 

Check Your Steps2 では、【図 13】のように ALT の話を受けて、相手意識と目的意識をも

って、2学期の「My Goal」を決めることができた。Unit4 では、「地域紹介の一つ目とし

て、大分県の有名な人物を紹介できるようになろう」と呼び掛け、「人物の紹介ができるよ

うになるために、まずは身近な人を紹介し合おう」というゴールを示した。また、第 2、4

時の振り返りでは、次時からの「CAN-DO」を示し、「話す」活動へのめあてをもたせた。そ

の際に、「My Goal」に向かって学習をしていくことを再確認し、関連させて考えるよう促し

た。また、第 6時の終わりには「My Goal」にどれくらい近付いたかを 4段階で自己評価さ

検証授業 1 Unit4 
 
実施日 令和 5年 9月 11 日（月）13 日（水）19日（火）22日（金）25 日（月）27 日（水） 
 
対 象 大分市立滝尾小学校 5年生 
 
題 材 Unit4「He can bake bread well.」 
 
ねらい  地域に住む身近な人を紹介するために、その人のできることなどについて、聞き取

りや話す練習の方法を工夫したり、モデル会話や友達のよいところをまねしたりする
ことにより、短い話を聞いてその概要が分かったり、伝え合ったり、話したりするこ
とができるようにする。 

 
学習活動  「ペアの友達とカードを見せながら、身近な人を紹介し合おう」という「Our Goal」

に向けて、自分の課題に応じた学習方法を選択しながら、話のおおよその内容を聞
き取ったり、ペアでやり取りをしたり、発表し合ったりする。 

 
 

検証授業 Check Your Steps2 を活用した 2学期の「My Goal」の設定 
 
実施日 令和 5年 9月 5日（火） 
 
対 象 大分市立滝尾小学校 5年生 
 
題 材 Check Your Steps2 

「ALT の先生の家族が訪れたくなるように地域のおすすめを紹介しよう。」 
 
ねらい  地域のおすすめを外国の人に紹介するために、建物、人、特産物などについて、練

習の方法を工夫したり、モデル会話や友達のよいところをまねしたりすることによ
り、話すことができるようにする。 

 
学習活動  「ALT の先生が家族に日本を訪れてほしいと思っているのに、なかなか来ると

言ってくれなくて困っている。来てもらえるようにみんなで地域のおすすめを紹
介して助けてあげよう。」という最終ゴールを知り、ALT の家族はどのようなこと
を話せば興味をもってくれるかという視点で話す内容を考える。また、それぞれ
の単元の「CAN-DO」から、2学期の学習を通して英語で伝えられるようになる内
容を理解する。2学期の最後に地域おすすめパンフレットに、おすすめのものの
名前と絵をかいて、パンフレットを見せながら ALT に地域のおすすめを紹介する
という活動を行うということを知る。 
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せた。【図 14】のように、多くの児童が 1時間の授業の中で「My Goal」を意識して学習に

取り組むことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「個に応じた学習方法の選択」について 

「聞くこと」については、【図 15】のように前 

の単元での児童の学習の様子から、様々な学習方 

法を組み合わせるということを選択肢に加えた。 

第 1時では、「おおよその内容を聞き取る」とい 

うことが目標であった。一斉に聞いたときに、話 

の順番はよく聞き取れていたが、【表 6】のように、 

ワークシートに「分かったこと・気付いたこと」 

が書けていた児童は 74人中 42人であった。個に 

応じた学習方法でもう一度聞き取りをし、 

さらにペアの友達と相談する時間を 

設けた。すると、59 人の児童が書け 

るようになった。また、53 人の児童   

について書いている内容の増加が見   

られた。   

第 2 時では単元の「Key Phrase」  

となる表現が出てくる会話について 

詳しい聞き取りを行った。【表 7】の 

ように、会話についての質問に対し 

て全問正解した児童は、一斉に聞い 

たときは 73 人中 36人であったが、 

個に応じた学習方法でもう一度聞い 

たときには 61人に増加した。ま 

た、個に応じた学習方法を行うこと 

で正答数の増加が見られた児童は、 

49 人であった。 

 

 一斉に聞く 個に応じた

学習方法で

聞く 

書いている

内容が増加 

A 層 49 人 29 人 42 人 43 人 

B 層 14 人 7 人 9 人 6 人 

C 層 7 人 4 人 4 人 2 人 

D 層 4 人 2 人 4 人 2 人 

全体 74 人 42 人 59 人 53 人 

 一斉に聞く 個に応じた

学習方法で

聞く 

正答数増加 

（初めから全問

正解含む） 

A 層 48 人 28 人 42 人 32 人 

B 層 14 人 3 人 9 人 6 人 

C 層 7 人 4 人 7 人 7 人 

D 層 4 人 1 人 3 人 4 人 

全体 73 人 36 人 61 人 49 人 

【図 15】Unit４で児童に示した「聞き取り方法」 

【図 13】2学期の「My Goal」を決めるワークシート 【図 14】「「My Goal」を意識して学習に取り組むことが 

できたか」という質問に対する回答 

【表 6】Starting Out「分かったこと・気付いたこと」を記述できた 

児童の人数 

【表 7】Starting Out「英語を聞いて質問に答える」を３問中全問正解 

できた児童の人数 
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このことから、一斉に聞いたときには聞き取ることが難しい児童も、デジタル教材を活用

したり、友達と相談したり、ALT や教師からヒントをもらったりすることで、聞き取りの量

が増えていることが分かる。特に D層児童に対しては効果的であったことがうかがえる。

ALT や教師が一緒に音声を聞いて一旦停止をしたり、ゆっくり言い直したり、ジェスチャー

などのヒントを与えたりしたことで、話の内容が分かったのではないかと思われる。しか

し、B層児童については、教師や ALT によるさらなる支援や、友達との活動を多く取り入れ

るなどの手立てが検証授業 2で必要になると考える。 

「話すこと」については、【図 

16】のように、「困ったこと」に対  

する「解決方法」を示すことで、  

自分の課題に対してどの学習方法 

を選択すればよいのかが、より明 

確になるようにした。課題や解決 

方法については、振り返りシート 

に書かれた「こんなことに困った 

けど、こういう方法で解決でき 

た」という児童の記述を参考にした。ロイロノートの資料箱に保存して児童がいつでも自分

のノート上に取り出せるようにしたが、一目で分かるように提示した方が、児童にとっては

見やすかったのではないかと考える。検証授業 2では板書に位置付けるようにし、聞き取り

の方法についても話す練習方法と同じように提示を行う。 

また、「身近な人を紹介する」という活動については、最初から「Key Phrase」を示さ 

ず、「これまで出てきた表現を使ってペアで紹介の練習をしてみよう」と投げ掛けた。する

と、「なんと言えばいいのだろうか」という困りが児童の中で生まれ、学習方法を自分で選

択する必要性に迫られたことにより、教科書やデジタル教材を見返したり、友達と相談した

り、ALT や教師にたずねたりするなど、何とか工夫して答えを探し出そうとしていた。そこ

で、どのようなことに困っているかを共有し、やり取りができていたペアの会話や、ALT と

教師の会話を聞かせることで、「Key Phrase」を示した。児童は、歌やチャンツ、話の聞き

取りの中で既に聞いていた表現だったことや、前時に習った友達を紹介する表現を使えばよ

かったことなどに気が付くことができた。インプットしてきた音声と「Key Phrase」が結び

付いたと思われる。前単元では、最初から「Key Phrase」を示したことで、表現を使う練習

のようになってしまっていたが、【表 8】のように本単元では、自分が言いたいことを「Key 

Phrase」などを使って英語で伝えるという意識をもたせることができたのはないかと考え

る。 

 

 

 

 

 

【図 16】Unit4 で児童に示した「課題に応じた話す練習方法」 

【表 8】B層児童の会話 

   B 層児童：Hello. My card! 
    ペアの児童：Who is this? 
    B 層児童：My grandfather. 
                He is farmer. （ALT に教えてもらっていた） 
        He can make vegetable. （ALT に教えてもらっていた） 
  ペアの児童：OK！OK！My turn! 
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この B層児童については、自分が言いたいことは決まっているが、「英語でなんと言って

いいか分からない」という困りがあった。友達にたずねても分からなかったので、ALT に質

問をしていた。また、モデル会話を聞いた後は、自分の祖父を紹介したいこと、祖父は農家

で野菜を作っていることをどのように伝えたらいいのかと何度も ALT にたずねて練習を繰り

返していた。正しく表現はできていないが、ペアの児童に「OK！OK!」と言われたことで、

自分の言いたいことが伝わったという気持ちをもてたことが【表 9】に示す「CAN-DO」に対

する振り返りからも見て取れる。さらに、「その人物ができること」については表現が難し

かったと思われるが、「ALT に聞かなくても言えるようになりたい」と、挑戦しようとする

気持ちをもっていることが分かる。 

以上のことから、学習方法の選択をする際には、言語活動に対して困りをもたせ、その困 

りから生まれた課題を解決していこうという気持ちを児童にもたせることが必要であること 

が分かった。そのためにも、「Key Phrase」を最初から示してしまうのではなく、既習事項

だけでは表現できない、困りに直面するような言語活動をまずは行わせることが重要である

と考える。それにより、児童が課題を引き受け、学習方法を選択する必要性が生じ、自分に

合った学習方法を試行錯誤しながら選択していくという過程を通して、自らの学びを調整す

る力が育成されていくと考える。 

 

困ったこと 
（課題） 
※複数回答 

解決方法（学習方法）※複数回答 

第 4時（友達紹介）55 人 第 5時（身近な人紹介練習）44 人 

何て言えばいい
か分からなかっ
た 

友達に教えてもらった（12 人） 
教科書を見た（10 人） 
先生に聞いた（6人） 
ALT に聞いた（1人） 
Picture Dictionary を見た（1人） 
友達に聞いた・教科書を見た（1人） 
未選択（3人） 

友達に教えてもらった（9人） 
教科書を見た（6人） 
先生に聞いた（4人） 
ALT に聞いた（2人） 
先生・友達に聞いた（2人） 
友達と教科書を見た（1人） 
未選択（8人） 

最初の言葉が出
てこなかった 

先生に聞いた（1人） 
ALT に聞いた（1人） 

友達に教えてもらった（1人） 
教科書を見た（2人） 
未選択（1人） 

言うことを忘れ
てしまった 

先生に聞いた（1人） 
 

友達に教えてもらった（1人） 
先生に聞いた（1人） 

言葉につまった  教科書を見た（1人） 

特定の表現が分
からなかった・
できなかった 

友達に聞いた（1人） 
先生に聞いた（1人） 
教科書を見た（2人） 
未選択（2人） 

友達と相談した（1人） 
未選択（3人） 

単語の言い方が
分からなかった 

 友達に聞いた（1人） 
未選択（1人） 

発音が分からな
かった 

友達に聞いた（1人） 
何回も繰り返し言った（1人） 
先生・友達に聞いた（1人） 

 

読み方が分から
なかった 

ローマ字から推測した（1人） 
先生に聞いた（1人） 
友達に聞いた（2人） 
先生や友達に聞いた・教科書を見た（1人） 
未選択（1人） 

 

 B 層児童の振り返りシートの記述 
  ○CAN-DO だいたいできた（B）「できることを言えるようになりたい・きかずにいえるようになりたい」 
  ○My Goal「目を見て話す」もう少し（B）  
 
 

【表 10】困ったことをどのように解決したかについての記述 

【表 9】B層児童振り返りシートの記述 
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また、特に児童が困りを多くもっている様子であった第 4時と第 5時について、児童がど

のような課題をもち、どの学習方法を選択し解決したのかを、振り返りシートの記述から

【表 10】のようにまとめた。 

児童の困りは、「何と言えばいいか分から 

  ない」ということが多数を占めている。その 

  解決方法として最も多いのが「友達に教えて 

  もらう」というものである。【図 17】で示す 

  児童のアンケートからも、自分に合う方法を 

  使って個人で学習をしているときだけではな 

く、友達との関わりの中で「分かった」「で 

きた」という思いをもつことができる児童が 

多いことが分かる。このことから、児童に個 

の課題に応じた方法を選択し学習させること 

と同時に、友達との学びの中で「分かるよう 

になった」「できるようになった」という喜 

びを経験させることが必要である。特に B層に対するさらなる手立ての一つとして、検証授 

業 2で取り組んでいく。 

 

③「振り返り」について 

「分かった」「できた」という思いをもつことができたかを検証するために、【表 11】の   

  ように、振り返りシートの「CAN-DO」に対する 4 段階自己評価について分析した。「よくで

きた」「だいたいできた」と答えた児童が多いのは、第 2時と、第 3時、第 6時である。 

 

 

「聞くこと」が中心であった第 2時では、質問に対する正答率が高いことから、「話の内

容が分かった」という思いをもつことができたのではないかと考える。第 1時については、

おおよその内容は聞き取れているものの、記述することができなかったので、「分かった」

「できた」という思いをもつことができた児童が少なかったのではないかと思われる。

「CAN-DO」に示された「おおよその内容を聞き取る」とは、全てのやり取りの内容を聞き取

ることが目的ではないということや、児童が理解している語句や表現などから、話している

内容を推測して聞き取ろうとすることが最も大切な活動であるということを児童と共有する

ことが重要になると考える。検証授業 2では、以上のことを踏まえて「CAN-DO」を示す。 

「話すこと」が中心であった第 3、6時では、様々なことができる人を探したり、身近な

 第 1 時 第 2時 第 3時 第 4時 第 5時 第 6時 

A 層 34/46 人 43/47 人 41/44 人 25/40 人 34/42 人 42/45 人 

B 層 10/14 人 11/14 人 10/13 人 9/13 人 12/14 人 12/13 人 

C 層 1/6 人 3/6 人 7/7 人 4/6 人 3/6 人 5/6 人 

D 層 3/4 人 3/4 人 3/4 人 3/4 人 4/4 人 4/4 人 

全体 48/70 人 60/71 人 61/68 人 41/63 人 53/66 人 63/68 人 

【表 11】「CAN-DO」に対して「よくできた」「だいたいできた」と答えた児童の人数 

【図 17】「「分かった」「できた」という気持ちになるのはど 

んなときか」という質問に対する回答（複数選択） 
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人を紹介したりする活動の中で、多くの友達と英語を使って会話し、「聞き取れるようにな

った」「話せるようになった」という経験を通して、「分かった」「できた」という思いをも

つことができたと思われる。また、第 6時で行ったように、最初のペアともう一度会話を

し、お互いのよくなっているところを伝え合う時間を設定したことで、「分かった」「でき

た」という思いを実感できたと推察される。 

また、Unit3 で児童が書いた振り返りを示しながら、どのような視点で振り返りを行えば

よいのかを共有し、本単元の振り返りを記述させることにした。【表 12】に示すように、自

らの学びを調整することができたか、「分かった」「できた」という思いを実感できたか、自

律的な学習意欲が形成されているかという 3点について分析を行うと、できたかできなかっ

たかを客観的に捉え、自らの学びを調整できている振り返りが多く見られた。 

また、【図 18】のように、各層の抽出児が、「話している内容が聞き取れた」「自分の言い

たいことが伝わった」という思いをもち、「分かった」「できた」という思いを実感すること

ができたか、どのように振り返りを行い、どのような思いを外国語学習に対してもっている

かを振り返りシートや授業後アンケートから分析した。 

【表 12】児童の振り返りの分析 
≪自らの学びを調整することができたか≫ 
○自分のめあて「My Goal」を意識している 
・相手にもっと反応をよくしたい。（A層） 
・次の時間は話すから目を見て話したい。（A層） 
・ジェスチャーをしてより詳しく教えたい。（B層） 
○「できたこと」「できなかったこと」が分かっている 
・速度を遅くしてできたので標準の速度で完璧に聞き取りたい。（A層） 
・エミリーのお父さんの話はよく聞き取れた。（A層） 
・ちゃんとした発音でしゃべりたい。（B層） 
・聞き取りはだいたいできたけど、次ははっきりしゃべる。すぐ英語を忘れる。（D層）  
○自分の課題に対して最適な学習方法を選択している 
・最初はあまり聞き取れなかったけど、友達と話したら分かった。（A層） 
・ゆっくりにしたら分かったので、はやくても分かるようになりたい。（A層） 
・あとから ALT の先生に言ってもらって分かった。（A 層） 
・最初に何て言うか迷ったけど教科書を見たら分かった。（A層） 
・「あなたの番だよ」という言い方が分からなかったので、みんなに聞いた。（A層） 
○学習方法を考え出そうとしている 
・リズムに合わせて言いたい。※チャンツに合わせて練習することを提示（A層） 
○粘り強く取り組んでいる 
・何回もまちがえたけどいっぱい学べた。（B層） 
≪「分かった」「できた」という思いを実感できたか≫ 
・発音が言えるようになった。（B層） 
・ハローと言って始められた。次も続けたい。（A層） 
・映像をみて言えなかったことが言えた。（A層） 
・スムーズに言えてたと言われてうれしかった。（B層） 
・友達に教えてもらう数が少なくなったけど、まだ分からないところがあったので０にした
い。（A層） 

・今日は昨日より言えるようになったので、他の英語もチャレンジしたい。（A層） 
≪自律的な学習意欲が形成されているか≫ 
・聞き取ったことを言えるようになりたい。（C層） 
・先生みたいにすらすら何が好きかを言ってがんばりたい。（B層） 
・お母さんの職業を紹介したい。（A層） 
・「とても好きだよ」という言葉をつけて話したい。（A層） 
・さらに聞き取れるようになって ALT の先生と話したい。（A層） 
・「その人のできないことは何ですか？」と英語で聞けるようになりたい。（A層） 
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〈聞き取りワークシート〉 〈振り返りシート〉 

（一斉）エミリー→走
りは速いけど、ける
のが苦手・大きい図
書館・英語の本は読
まない・お父さん→
中学校ではたらく・
高くジャンプ 

（個）どうぶつえんに
はとくべつなゴリラ
がいる・この動物園
は有名 

 
（一斉）1（個）2 
（合計）3 

①聞き取りや答え方はもう分かったので今度
は質問したいです。A 

②今度はお母さんの職業を紹介してみたい。
Can you～？Yes I can～をたくさん使って
話したい。A 

③楽器のことを言うとき the を忘れないよう
にする。A 

④ジェスチャーや相手の目を見たりして、ゆ
っくり話したい。A 

⑤今日はできることをたずね合うことができ
なかったので、今度は言いたいです。C 

⑥まちがえて She can't を I can't と言って
しまったので完璧に覚えたい。B 

 

B 層抽出児 

D 層抽出児 

C 層抽出児 

（一斉）無記入 
（個）Cの人は動物が

好き 
 
（一斉）1（個）2 
（合計）3 

①英語をしゃべれるようにしたいです。次は、
英語を言えるようにしたいです。A 

②英語を話してみたいです。目と耳と心を合わ
せて話したい。A 

③英語をたくさんしゃべれるようになりたい。
A 

④たくさん英語をしゃべれるようにしたい。A 
⑤本番では英語を言えるようにしたいです。A 
⑥発音が言えるようになりました。A 
 

（一斉）大きな図書館 
（個）大きな図書館 
 
（一斉）2（個）1 
（合計）3 

①大きな図書館しか聞き取れなかったので、次
はもっと聞き取りたいです。C 

②何を言っているかが分からなかったから、も
っと聞き取りたいです。目を見て話したい。
B 

③男子に二人しか話せなかったので今度はもっ
と話したい。B 

④ハローやシーユーを言うのを忘れたので次か
ら言うようにしたい。B 

⑤もう少し大きな声で言うようにしたい。B 
⑥もっとスラスラ言えるようになりたい。A 

（一斉）大きい図書館 
（個）大きな図書館 
 
（一斉）1（個）2 
（合計）3 

①もっと大きな図書かんいがいをみつけたいで
す。B 

②一発で聞き取れなかったので次は一発で聞き取
りたいです。友達と話し合いたい。B 

③ちょっと友達に教えてもらったから自分ででき
るようにしたい。B 

④前より自分ではきはき言えたのでよかった。B 
⑤すらすら言いたかったけど言えなかったので次

は言いたいです。B 
⑥次はすらすらいいたいといったけどいえなかっ

たので次はいいたいです。B 

※（一斉）一斉に聞いた
とき 

（個）個に応じた学習
方法で聞いたと
き 

※（一斉）（個）（合計）
の後の数字は３問中何
問正解できたか 

A 層抽出児 

○「もっと学びたい」「もっと
できるようになりたい」 

→外国語の学習が楽しい・お
もしろい・好き/日本のこと
を世界に伝えたい/将来英
語を使って留学・仕事・ボラ
ンティア活動などがしたい
/家族に教えてあげたい 

◎外国語の授業以外で英語を
使ってやってみたいことが
ある 

→外国の人と話す 
 

◎「もっと学びたい」「もっと
できるようになりたい」 

→外国語の学習が楽しい・お
もしろい・好き/日本のこ
とを世界に伝えたい/将来
英語を使って留学・仕事・
ボランティア活動などが
したい/困っている外国の
人がいたら助けてあげた
い 

◎外国語の授業以外で英語
を使ってやってみたいこ
とがある 

→手話で英語を話したい 
 

○「もっと学びたい」「もっ
とできるようになりた
い」 

→話せないと将来困るから 
×外国語の授業以外で英語
を使ってやってみたいこ
とはない 

→英語が分からないから 
 

○「もっと学びたい」「もっ
とできるようになりた
い」 

→まだ英語を聞き取った
り、話したりできていな
いから 

×外国語の授業以外で英語
を使ってやってみたいこ
とはない 

→あまり使う機会がないか
ら 

 

〈検証授業 1 後アンケート〉 

A よくできた B だいたいできた 
C あまりできなかった D できなかった 

【図 18】各層の抽出児によるワークシートや振り返りシートの記述とアンケートの分析 
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まず、「聞くこと」について A層、B層、D層の抽出児は、個に応じた学習方法を選択する

ことにより、より多くの情報を聞き取り、「話している内容が聞き取れた」という思いをも

つことができている。さらに、A層の抽出児は、自分が「できていること」を具体的に自覚

できており、次の学習への意欲を示している。また、「できること・できないことをたずね

合うことができる」という次の時間の「CAN-DO」をみて、第 1、2時で耳にしてきた英語の

表現が既に次時の学習活動と結び付いている様子が見て取れる。 

C 層と D層の抽出児は聞き取れている量や内容は変わらないが、C層の抽出児は「あまり 

できなかった」と感じ、D層の抽出児は「だいたいできた」と感じている。このことから、

C層の児童には、「CAN-DO」に立ち返り、「何ができていればよいのか」ということを具体的

に示すことで自信をもたせることが大切なのではないかと考える。 

次に、「話すこと」について、A層と B層の抽出児は、外国語を将来使って生活していき

たいという思いがあり、外国語の学習自体を楽しんでいる様子が見られ、本研究の目指して

いる学習意欲をもつことができている。また、B層抽出児については、聞き取りテストの正

答率も上昇しており、話している様子を見ると、文章を正確に言うことはできていないが、

単語をつなげたり、ジェスチャーを使ったり、相手の目を見て話したりすることで、コミュ

ニケーションを行うことができている。このことから、B層抽出児については、「話してい

る内容が聞き取れた」「自分の言いたいことが伝わった」という経験を通して「分かった」

「できた」という思いをもつことができたのではないかと考える。 

C 層と D層の抽出児については、1時間の授業の中では「分かった」「できた」という思い

をもつことができていても、まだ「分かった」「できた」という思いを実感するまでには至

っていないということが推察される。特に D層抽出児については、聞き取りテストの正答率

も上昇してきており、パフォーマンステストでも自己紹介の内容に、自分の言いたいことを

一文付け加えて話すことができていたが、D層抽出児にとっては、英語が「すらすら言えな

い」ので、「まだできていない」という思いがあることが見て取れる。そのことが、学習意

欲の向上に至っていない要因であると思われる。さらに、D層抽出児について【表 13】【表

14】【表 15】のように、詳しく分析した。 

×外国語の学習は全く好きではない 

  →「英語で何と言っていいか分からない」「どうやって勉強したらいいか分からない」 

◎「もっと学びたい」「もっとできるようになりたい」 

  →「外国に行ったときに話せるようにしたい」 

×授業以外に英語を使ってやってみたいことはない 

×「分かった」「できた」という気持ちを全くもてていない 

△学習を振り返ることがあまり出来ていない 

△パフォーマンステスト「話すこと（発表）」 

→友達に途中までセンテンスを言ってもらい、単語のみを話している  

 

【表 13】D 層抽出児授業前の様子 
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以上のことから、D層抽出児は、外国語学習に対してよい印象はもち始めているようであ

るが、まだ本研究の目指す学習意欲の向上までには至っていないということが分かる。 

         

④「学習意欲」について 

「もっと学びたい」「もっとできるようになりたい」という思いが向上しているか、その 

理由が自律的な学習意欲へと変化しているかを、児童のアンケート結果から分析した。【図 

20】を見ると、「もっと学びたい」「もっとできるようになりたい」という思いを多くの児童 

がもっていることが分かる。また、外国語の授業以外で英語を使ってやってみたいことがあ 

る児童も増加している。一方で、「もっと学びたい」「もっとできるようになりたい」という 

思いを全くもてていないと回答している児童の理由をアンケートの回答から分析すると、 

「将来必要としない」と考えているので、外国語の学習に対して意欲をもつことができてい

ないことが分かった。 

△外国語の学習はあまり好きではない 
  →「英語が聞き取れない・話せない」 

○「もっと学びたい」「もっとできるようになりたい」 
  →「まだ英語を聞き取ったり話したりできていないから」 

×授業以外に英語を使ってやってみたいことはない 
  →あまり使う機会がないから 

△「分かった」「できた」という気持ちをあまりもてていない 
  →友達に「自分ができていたこと」を教えてもらったとき「分かった」「できた」という

気持ちになる 

○「CAN-DO」ができたか振り返り、「さらにできるようになりたいこと」を考えることができ
た 

○予備授業における振り返りシート 
【図 19】のように、「いつも言えなかったけど、今回はめちゃ 

くちゃ言えたのでよかった」という記述が見られる。 

○授業前のつぶやき 

「楽しくなってきた」という言葉が聞かれた。 

→「話すことができた」という思いをもつことができたので、外国 
語科に対してよい印象をもち始めているのではないかと考える。 

【図 20】「「もっと学びたい」「もっとできるようになりたい」と思うか」という質問に対する回答（左） 

「外国語の授業以外で英語を使ってやってみたいことはあるか」という質問に対する回答（右） 

 

【表 14】D 層抽出児予備授業の様子 

【表 15】D 層抽出児検証授業後のアンケート 
 

【図 19】D層抽出児の 
振り返りシート 
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さらに、【図 21】のように、詳しく分析を   

行うため、「もっと学びたい」「もっとでき   

るようになりたい」と思う最も当てはまる 

理由を児童に選択させた。「外国語の学習が 

おもしろい・楽しいから」「外国の人と話し 

てみたいから」など、69人中 58 人の児童が 

自律的な学習意欲をもつことができてい 

た。一方で、「話せないと困るから」（8人） 

「まだ英語を聞き取ったり、話したりでき 

ないから」（3人）という理由から、「もっと 

学びたい」「もっとできるようになりた 

い」と思っている児童もいることが分か 

った。その 11人の児童について【図 22】 

のように詳しく分析を行った。一方で、検証授業 1を通して学習意欲が上がったと思われる 

C 層、D層の児童について【図 23】【図 24】のように分析を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「話せないと将来困るから」と８人の児童が回答 
 →授業以外に英語を使ってやってみたいことが「ある」5人「ない」3人 
                             ↓ 
                 「難しいから」「英語が分からないから」 

「外国人から分からない英語で話されたら困るから」 
○「まだ英語を聞き取ったり、話したりできていないから」と 3人の児童が回答 
 →授業以外に英語を使ってやってみたいことが「ある」2人「ない」1人 
                              ↓ 

「あまり使う機会がないから」 

【図 21】「もっと学びたい」「もっとできるようになりたい」 

理由（最も当てはまる理由を一つだけ選択） 

【図 22】「もっと学びたい」「もっとできるようになりたい」と思う理由 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈授業前アンケート〉 〈検証授業 1後アンケート〉 

C 層児童 ○外国語の学習はまあまあ好き 
→英語が話せると楽しい/英語で話している内

容が分かると楽しい/友達と英語でコミュニ
ケーションをするのが楽しい 

○「もっと学びたい」「もっとできるようになり
たい」 

→英語の表現をもっと知りたい・理解したい/外
国の人と話してみたいから/困っている外国
の人がいたら助けたい 

◎外国語の授業以外で英語を使ってやってみた
いことがある 

○「分かった」「できた」という思いをもつこと
ができた 

→先生や ALT に褒められたとき/友達と一緒に
話す練習をしたとき/友達に教えてもらった
とき/友達に自分ができたことを教えてもら
ったとき 

 

△外国語の学習はあまり好きではない 
→英語で話している内容が分からない/英語
を話すのが恥ずかしい/どうやって勉強を
したらいいか分からない 

○「もっと学びたい」「もっとできるように
なりたい」 

→英語でしゃべりたい 
×外国語の授業以外で英語を使ってやって
みたいことはない 

○「分かった」「できた」という思いをもつ
ことができた 

 

英語で話している内容が分かった・英語を話せたという 
「分かった」「できた」という思いを実感することがで 
き、学習意欲の向上が見られる。 

【図 23】C 層児童分析 
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以上の結果から、本研究が目指す学習意欲をもつまでには至っていない児童の要因として、

学習活動の中で「話している内容が聞き取れた」「自分の言いたいことが伝わった」という思

いをもつことができても、それが単元終了後のアンケートによると、「分かった」「できた」

という思いを実感するまでには至っていないこと、日常的な場面で英語を使う機会が少なく、

これから先も英語を必要とすることはないだろうと考えていることが挙げられる。 

 

（4）検証授業 2 

 

①「めあて」について 

日常的に英語を使う機会を意識させるため、最終ゴールに向けて全ての単元の学習が  

つながっていることを、【図 25】のように示した。本単元では、ALT の家族が訪れたくな 

るような地域のおすすめ紹介の一つとして、食べ物や名物を紹介できるようになるという 

ことを確認した。さらに、検証授業期間中に行われた「第 42 回大分国際車いすマラソン」 

の英文と日本語文の新聞記事や、沿道からの映像、サポーターやボランティアの話を ALT と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D 層児童 
△外国語の学習はあまり好きではない 
→英語が話せないから/英語が聞き取れ
ないから 

○「もっと学びたい」「もっとできるよ
うになりたい」 

→外国の人と話してみたいから/日本の
ことを世界に伝えたい 

◎外国語の授業以外で英語を使ってや
ってみたいことがある 

○「分かった」「できた」という思いを
もつことができた 

→先生や ALT に褒められたとき/友達と
一緒に話す練習をしたとき/友達に教
えてもらったとき 

△外国語の学習はあまり好きではない 
→どうやって勉強をしたらいいか分から
ない 

△「もっと学びたい」「もっとできるよう
になりたい」 

→英語が苦手 
×外国語の授業以外で英語を使ってやっ
てみたいことはない 

○「分かった」「できた」という思いをも
つことができた 

 

〈検証授業 1後アンケート〉 〈授業前アンケート〉 

「もっと英語を話せるようになって、日本のことを 
世界に伝えていきたい」という自己実現のための学 
習意欲をもつことができている。 

検証授業 2 Unit6 
 
実施日 令和 5年 11 月 6日（月）17 日（金）22日（水）24日（金）27 日（月）30 日（木） 
 
対 象 大分市立滝尾小学校 5年生 
 
題 材 Unit6「What would you like？」 
 
ねらい  自分のことを伝え、相手のことをよく知るために、ていねいな表現を使って注文し

たり会計したりすることなどについて、聞き取りや話す練習の方法を工夫したり、モ
デル会話や友達のよいところをまねしたりすることにより、短い話を聞いてその概要
が分かったり、伝え合ったりすることができるようにする。 

 
学習活動  「ふるさとメニュートレイを使って、友達と買い物をし合おう」という「Our Goal」

に向けて、自分の課題に応じた学習方法を選択しながら、話のおおよその内容を聞
き取ったり、ペアでやり取りをしたりする。 

 

【図 24】D 層児童分析 
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協力して紹介したことで、児童の身近なとこ 

ろでも英語を使う機会が存在することを示す 

ことができた。 

また、「My Goal」に関して、児童は、「ALT 

の家族に大分県の名物や、建物、人物などを 

紹介する」という内容について、学期を通し 

た「めあて」を意識することができた。その 

ため、単元で扱わない表現を「My Goal」にし 

た児童については、全ての時間や単元では振 

り返ることができなかった。また、話す工夫 

についても「カードを見せながら」「指さしながら」など、最終ゴールの「発表」に対する 

「めあて」をもった児童についても、「やり取り」の単元で振り返るには、不自然な感じを 

受けた。そこで、「My Goal（自己のめあて）」については、単元の中で振り返りをさせるの 

ではなく、学期を通して行ってきた学習をまとめる最終ゴールの時間（「Check Your  

Steps」）で振り返ることとした。 

さらに、検証授業 1で挙げられた課題を基に、第 1時の「CAN-DO」を「知っている表現や 

単語から推測して話の順番や、おおよその内容を聞き取ることができる」とした。また、 

聞き取りのワークシートに「レストランでエミリーたちがどんなものを注文しているか」と 

いう具体的な視点を示し、おおよその内容とはどのようなことを指すのかということを、よ 

り児童が理解できるようにした。 

 

 

このことにより、検証授業 2 では【表 16】に 

示すように、「分かったこと・気付いたこと」 

を記述できた児童が検証授業１よりも増加して

いた。書いている内容が増加した児童が少なか

った A層については、一斉に聞いた時点で既に

多くの記述ができていたためと思われる。 

また、【表 17】のように振り返りにおいても、 

「分かった」「できた」とする児童が増えてい 

る。 

 一斉に聞く 個に応じた学習方法で聞く 書いている内容が増加 

検証授業 1 検証授業 2 検証授業 1 検証授業 2 検証授業 1 検証授業 2 

A 層 29/49 人 45/46 人 42/49 人 46/46 人 43/49 人 34/46 人 

B 層 7/14 人 12/13 人 9/14 人 13/13 人 6/14 人 12/13 人 

C 層 4/7 人 6/7 人 4/7 人 7/7 人 2/７人 6/7 人 

D 層 2/4 人 3/4 人 4/4 人 4/4 人 2/4 人 2/4 人 

全体 42/74 人 66/70 人 59/74 人 70/70 人 53/74 人 54/70 人 

 検証授業 1 検証授業 2 

A 層 34/46 人 41/44 人 

B 層 10/14 人 10/12 人 

C 層 1/6 人 5/5 人 

D 層 3/4 人 3/4 人 

全体 48/70 人 59/65 人 

【表 16】Starting Out「分かったこと・気付いたこと」を記述できた児童の人数 

【図 25】最終ゴールと本単元のつながりを掲示 
    （資料 28 ページ参照） 

【表 17】第 1時で「CAN-DO」に対して「よくできた」

「だいたいできた」と答えた児童の人数 
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②「個に応じた学習方法の選択」について 

【図 26】のように、「聞くこと」 

について、話す練習方法と同様、 

課題に応じた聞き取りの方法を掲 

示した。 

第 1 時と第 2時において、両方 

の時間で困ったことやできなかっ 

たことがあるとする児童 39 人の 

うち、31人の児童が、第 1時と第 

2 時で、課題の解決に最適な方法 

として異なる学習方法を選択して 

いた。このことから、その時間に生じた自分の課題に対して、より解決に近付くような学習 

方法を選択することができた児童が多いことが分かる。 

 また、「話すこと」が中心であった第 4時について、困ったことがあるとする児童は、検

証授業 1では 73 人中 55 人だったのに対し、検証授業 2では 71人中 38 人に減少していた。

さらに、検証授業 1においては、「Key Phrase」を示さずにやり取りができたペアは各クラ

ス 2ペア程度だったのに対し、検証授業 2では、「What would you like？」を「What do 

you like？」と言ったり、「How much is it？」の「is it」を言い忘れたり、「5 hundred」

を「5 zero zero」と言うなどの間違いはあるものの、多くのペアが会話を成立させてい

た。 

児童が、「Our Goal（単元のゴール）」に向か 

って見通しをもち、「Starting Out（話の聞き 

取り）」、歌とチャンツを通して、この単元で言 

えるようになる表現について意識して聞き取る 

ことができるようになったことが【図 27】に示 

すアンケート結果からも分かった。また、「注 

文を聞く前後の表現が分からない」「聞いたり 

聞き返したりする間の言葉が分からない」「合 

わせていくらですという言い方が分からない」 

「1000 円以上の言い方が知りたい」などの振り 

返りの記述から、児童が意欲を高め、より実際 

の会話に近い円滑なやり取りを目指すようになっていったことが分かる。 

さらに、ワークシートの記述や学習の様子を観察しながら、個別の支援が必要な児童に 

ついては、友達と活動する時間を多く設定したり、教師や ALT が支援を行ったりしながら取

り組ませた。「聞くこと」については、【表 18】のように、聞き取る問題数は検証授業 1よ

り 1問増加し、登場人物一人に対して三つの注文を聞き取らなければならないので、難易度

は上がっているが、検証授業 1では聞き取ることが難しかった B層児童について、正答数が

増加した児童が増えていることが分かる。 

 

【図 26】Unit6 で児童に示した「課題に応じた聞き取り方法」 

【図 27】「Unit の最後に話せるようになる表現を 

意識して、歌やチャンツ、Starting Out 

が聞けたか」という質問に対する回答 
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また、「話すこと」については、ALT や教師も含めて、話す相手をかえながら複数回ペア 

でのやり取りを行った。【図 28】で示す B層児童は、第 5時のやり取りの時間に授業中の様

子や、振り返りシートの記述から、「うまく話せなくて友達を困らせたのではないか」と感

じていると分かった。そこで、最初のやり取りの相手を ALT とし、続けて C層児童、B層児

童、A層児童二人とのやり取りを行わせた。最初のやり取りでは、ALT が準備していた画像

を見ながらヒントをもらい、単語をつなぎ合わせてやり取りしている様子が見られた。ま

た、四人目となった A層児童は、質問をしながら B層児童の話を引き出そうとしていた。こ

のことから、相手をかえながら複数回ペアでのやり取りを行ったことが、会話を継続させる

一つの手立てとなったと考えられる。 

 

また、児童が選択した学習方法が適切であるか、学習中の様子、ワークシートと振り返り

シートから見取り、助言を行った。【図 29】のように授業中や、振り返りシートを通して教

師によるフィードバックを行い、児童がより適切な学習方法を選択できるよう支援した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
一斉に聞く 個に応じた学習方法で聞く 正答数増加（初めから全問正解含む） 

検証授業 1 検証授業 2 検証授業 1 検証授業 2 検証授業 1 検証授業 2 

A 層 28/48 人 24/44 人 42/48 人 33/44 人 32/48 人 37/44 人 

B 層 3/14 人 3/13 人 9/14 人 9/13 人 6/14 人 11/13 人 

C 層 4/7 人 5/6 人 7/7 人 6/6 人 7/7 人 6/6 人 

D 層 1/4 人 0/4 人 3/4 人 2/4 人 4/4 人 3/4 人 

全体 36/73 人 32/67 人 61/73 人 50/67 人 49/73 人 57/67 人 

【図 29】児童が選択した学習方法に対する教師が行った助言、フィードバック 

【図 28】B 層児童の振り返り 

【表 18】Starting Out「英語を聞いて質問に答える」（検証授業 1「人物紹介全 3 問」と検証授業 2「登場人物

（3人）の注文（一人 3種類）全 4問」）で、全問聞き取れた児童の人数の比較 

（第 5時の振り返り） 
うまく言えなくて英語も分からな
かったから、ペアの友達を困らせ
た。次はちゃんと言って英語を覚
えときたい。 

（CAN-DO）あまりできなかった 

（第 6時の振り返り） 
ちょっと言えるようになったけど
まだ分からないところもある。つ
ぎはできたい。 

（CAN-DO）だいたいできた 

<ペアで会話 1回目> <ALT、4 人の友達（C層・B 層・A 層）と会話> 

〈授業中の児童の様子「聞くこと」〉※D層児童 
 

音声をゆっくりと再
生しているが、ワーク
シートにはまだ何も
書いていない 

 

「分からんかった？ 
止めてみる？」と声か 
けをし、どこで止める 
かたずねながら一緒 
に音声を聞いた 

3 人の登場人 
物が注文した 
ものをそれぞ 
れ聞き取れた 

（課題）聞き逃しやすい 
○スピードを落とす 
◎一時停止する 
（「CAN-DO」）よくできた 
（振り返り）もっと練習して
もう 1回聞いてみたい 

〈児童の振り返りの記述「話すこと」〉※B 層児童 
 

（第 6時の振り返り） 
発音がむずかしい 
◎デジタル教科書を見直す・
友達に聞く・ALT の先生と
練習する 

  

（第 5時の振り返り） 
注文したり会計ができたけど、発音 
が難しかった。 
※解決方法が見付かっていない 

発音の練習は、デジタル教科書 
の音声や、先生の後にリピート 
するのがいいと思うよ。 

教師が行った助言・フィードバック 
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③「振り返り」について 

検証授業 1では、自らの学びを調整 

する姿は見られたものの、「分かった」  

「できた」という思いを実感するまで 

には至らず、自律的な学習意欲を形成 

することができなかった児童もいた。 

そこで、検証授業 2では、【図 30】の 

ように、振り返りシートに「CAN-DO」 

ができたか、できなかったかという結 

果ではなく、「CAN-DO」の達成に向け 

て、様々な学習方法を選択しながら課題の解決に向けて取り組んだ過程が自覚でき、教師も 

それを把握できるような視点を取り入れた。また、次の時間だけではなく、これから先の授 

業や日常生活での場面における外国語学習へのめあてをもたせるように、「今日の学習を生 

かしてやってみたいこと」という視点で振り返りをさせた。以上のことから、検証授業 2で

は、振り返りにおける分析の視点を、「分かった」「できた」という思いを実感できたかとい

う点に焦点化することにした。【図 31】のように、学習方法の選択をしながら、課題の解決

に向けて取り組んだ過程を通して、「分かった」「できた」という思いを実感できたと思われ

る振り返りが見られた。また、第 6時では、第 5時の振り返りの中から困ったことをランキ

ングで紹介し、全員で共有することで学びへとつなげた。 

また、【図 32】のように、各層の抽出児について、検証授業を通して、自らの学びを調整

することができたか、「分かった」「できた」という思いを実感できたか、自律的な学習意欲

が形成されているかという 3点について振り返りシートの記述やアンケートの回答から分析

した。 

 

【図 30】Unit6 における振り返りシート 
（資料 25 ページ参照） 

（課題）速いワードが聞き取れなかった 
（解決方法）途中までもどす△→何回も繰り返す○→スピードを落とす◎ 
（振り返り）スピードを落とすが一番分かりやすかったから次もスピードを落として聞く 
 
（課題）店員さんとお母さんの英語のちがいがあまり分からなかった 
（解決方法）友達と相談する・PD を見る・教科書を見る△→一時停止する○→場面や状況を

確かめる・スピードを落とす・何回も繰り返す・途中までもどす◎ 
（振り返り）何回も聞いたり、スピードをおそくしたら分かった 
 
（課題）100 円を言うのにとまどった 
（解決方法）友達に聞く（たずねる）・友達に聞いてもらう○ 
（振り返り）値段を言うときに最後の yen を忘れてしまうから、少し遅れて言うように意識し 

た 
 
（課題）たのむときの言い方が言えなかった 
（解決方法）ふきだしの文字を見る・友達に聞いてもらう○→友達に聞く（たずねる）◎ 
（振り返り）最初はあまり言えなかったけど、友達にたくさん聞いてもらったら言えた 
 
  
 
 
 

【図 31】課題の解決に向けて取り組んだ過程を通して「分かった」「できた」という思いを実感 
できたと思われる振り返り 
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B 層抽出児 

C 層抽出児 

①英語が上手に言えるようにしたい。A 
②単語が上手に言えるように練習した
い。A 

③もっともっと果物をたくさん知りた
い。A 

④果物は日本語と英語ではどう違うのか
が知りたい。A 

⑤今度は注文や会計を覚えたのでやりた
い。「他にありませんか」がむずかし
い。A 

⑥前までは言えなかったけど言えるよう
になってうれしかった。A 

D 層抽出児 

◎「もっと学びたい」「もっとで
きるようになりたい」 

→外国語の学習が楽しい・おも
しろい・好き/英語の表現をも
っと知りたい・理解したい/外
国の人と話してみたい/困っ
ている外国の人がいたら助け
てあげたいなど  

◎外国語の授業以外で英語を使
ってやってみたいことがある 

→ALT、EA ともっと話したい/有
名人と話してみたい/外国の
人に道案内したい/手紙やメ
ール、ラインの文を書いたり
打ったりしたいなど 

 
①もっと詳しく聞き取りたい。スラスラ
言えるようになったら、外国のレスト
ランで言ってみたい。B 

②まちがったことが分からなかったから
分かるようになりたい。もっとスラス
ラ言えるようになったら注文してみた
い。C 

③今日はスラスラ言えなかったから次の
時間はスラスラ言えるようになりた
い。B 

④もっとスラスラ会計したい。声が小さ
かったから次は大きな声で言いたい。
B 

⑤スラスラ言えるようになったから注文
してみたい。B 

⑥今回はスラスラ声を大きく言えたの
で、次もそうしたい。B 

○「分かった」「できた」という
気持ちになっている 

→友達と一緒にコミュニケーシ
ョン活動をしたとき/友達に
教えてもらったとき/友達に
「よくなったところ」を教え
てもらったとき 

○「もっと学びたい」「もっとで
きるようになりたい」 

→英語の表現をもっと知りた
い・理解したい 

×外国語の授業以外で英語を使
ってやってみたいことはない 

→英語は難しいから 

①外国に行って注文してみたい。B 
②スピードを落としたらエミリーの言葉
が分かった。B 

③最初言えなくても何回も言って（練習
を）やった。言えるようになってピザ
を頼めるようになりたい。A 

④何となくだから確実に合っている言葉
を言いたい。B 

⑤バイトもできるようになってみたい。
B 

⑥友達に聞いてばっかだったから覚えて
いきたい。A 

◎外国語の学習はとても好き 
◎「分かった」「できた」という
気持ちになっている 

→友達と一緒にコミュニケーシ
ョン活動をしたとき 

◎「もっと学びたい」「もっとで
きるようになりたい」 

→外国の人と話してみたい 
◎外国語の授業以外で英語を使
ってやってみたいことがある 

→ALT、EA ともっと話したい/外
国の人と話してみたい/外国
の人に道案内したい/外国の
人が困っていたら助けてあげ
たい 

 

○自分ができていることと、で
きていないことが分かるよ
うになり、より自然なやり取
りを目指して、自らの学びの
調整ができ始めている。 

○前の自分と比較して「できる
ようになった」という思いを
実感できている。 

○内発的な学習意欲も自己実
現のための学習意欲もあり、
自律的な学習意欲が形成さ
れている。 

 
 

○表現はできているがスムー
ズに話せないという客観的
な捉えができている。 

○友達との会話を通して、スム
ーズに言えるようになった
ことで、自信をもって話すこ
とができ、「できるようにな
った」という思いを実感でき
ている。 

○「表現をもっと知りたい・理
解したい」という内発的な学
習意欲が形成されている。 

 

○自分ができていることと、で
きていないことが分かるよう
になり、課題に応じた学習方
法を選択し、学びの調整がで
き始めている。 

○多くの友達と会話をして、何
となく言いたいことが伝わる
ようになったので、「できるよ
うになった」という思いを実
感できている。 

○身近に英語を使う機会を見い
だし、自律的な学習意欲が形
成されている。 

 
A よくできた B だいたいできた 

C あまりできなかった D できなかった 

〈振り返りの記述〉 〈検証授業 2後アンケート〉 

A 層抽出児 
①少し先に友達と練習したい。分からな
い単語を調べて言えるようにしたい。
B 

②外国の人が日本で食事するとびっくり
すると聞いたことがある。日本の文化
っていいなと思った。B 

③今日は I'd like を I like と言ってし
まったので、次は間違えないようにし
たい。A 

④注文より会計の方が難しかった。前よ
り何を言っているのか分かってきた。
A 

⑤「他に注文はありませんか」をちょっ
と忘れてしまったので今度は覚えた
い。少し難しかった。A 

⑥今日のメニューで 1000 円をこえたメ
ニューがあったけど言えたので進歩し
たと思う。全部完璧と言われてうれし
かった。A 

◎「もっと学びたい」「もっとで
きるようになりたい」 

→外国語の学習が楽しい・おも
しろい・好き/外国の人と話し
てみたい/困っている外国の
人がいたら助けてあげたい/
将来目指していることや、な
りたい職業に英語が必要など 

◎外国語の授業以外で英語を使
ってやってみたいことがある 

→ALT、EA ともっと話したい/有
名人と話してみたい/友達や
家族と英語で会話したい/外
国の人に道案内したいなど 

 

○自分ができていないことが
分かっており、より自然なや
り取りを目指して、自らの学
びの調整ができている。 

○「分かった」「できた」という
思いを実感することができ
ている。 

○内発的な学習意欲も自己実
現のための学習意欲もあり、
自律的な学習意欲が形成さ
れている。 

【図 32】各層の抽出児による振り返りシートの記述と検証授業 2実施後アンケートの分析 
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C 層抽出児について、単元で必要とされる英語について理解し、表現することはできてい

るが、C層抽出児の中では「できた」という基準が「スラスラと口をついて英語が出てくる

こと」であるということが予備授業や検証授業を通して分かった。そのため、振り返りの時

間には、「CAN-DO」の内容について触れ、何ができるようになればよいのかということを明

確に伝えるようにしてきた。また、「自分は声が小さい」と感じており、自信をもたせるこ

とが C層抽出児にとって必要なことではないかと考え、会話を近くで聞くように心掛け、よ

かったところを伝えるようにした。その結果、第 6時において、「今回はスラスラ声を大き

く言えたので、次もそうしたい」と記述し、話すことへの前向きな姿勢を見せるようにな

り、「英語は難しいが、表現をもっと知りたい・理解したい」という内発的な学習意欲をも

つようになったことがアンケートの回答からも分かる。 

また、D層抽出児は、検証授業１を終えた時点で、「英語を聞き取れない、話せない」と

思っていることが、アンケートの記述から分かった。また、友達から「自分ができていたと

ころ」を教えてもらったときに、「できた」「分かった」と思うと回答していることから、多

くの児童とのやり取りを行わせた後で、最初のペアの友達ともう一度やり取りをし、よくな

っているところを伝え合わせる活動を継続して行った。その結果、振り返りの記述から、

「何となく自分の英語が伝わり始めた」と感じていることが分かった。しかし、「何となく

だから、確実に合っている言葉を言いたい」と記述しているように、「何となく伝わるので

はなく、正確に話せないといけない」と考えているのではないかと感じた。そこで、振り返

りに対するコメントを通して、「教師である自分も ALT と話すときに正確な英語を使ってい

ないが、何となく会話ができており、それが楽しいことである」という内容を伝えた。その

後、ALT の家族に地域のおすすめを紹介するスピーチでは、「Hello！This is Onsentamago, 

Strawberry, Nashi. Delicious！ Please Oita Come on！ See You！」と発表していた。

正確な英語表現は使えていないが、ジェスチャーを取り入れ、カメラを見ながら自信をもっ

て笑顔で話すことができていた。 

以上のことから、C層抽出児も D層抽出

児も少しずつではあるが、「分かった」「で

きた」という思いを実感し、自律的な学習

意欲をもち始めているのではないかと考え

る。「分かった」「できた」という思いをも

つためには、C層抽出児や D層抽出児のよ

うに、自分に自信をもたせることが重要に

なってくると考える。そのためには、【図

33】で示すように、できたかできなかった

かの結果に注目するのではなく、自らの課

題に対して解決しようと取り組んできた学 

びの過程を振り返り、「分かるようになっ 

た」「できるようになった」という思いを実 

感させることが重要ではないかと考える。 

 

【図 33】「「分かった」「できた」という気持ちになるの 

はどんなときか」という質問に対する回答 

（複数回答） 
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④「学習意欲」について 

振り返りにおける検証の視点の一つである自律的な学習意欲が形成されているかを、【表

19】と【図 34】に示すように、児童の振り返りの記述と、アンケート結果から分析した。 

アンケートの結果、71人中 70人の児童 

  が「もっと学びたい」「もっとできるよう 

になりたい」という思いをもっていた。そ 

の理由から、「面白い・楽しいから」「好き 

だから」「表現をもっと知りたい・理解し 

たいから」などの内発的な学習意欲や、 

「外国の人と話したいから」「日本のこと 

を世界に伝えたいから」などの自己実現の 

ための学習意欲をもつことができた児童が 

多いことが分かる。このことから、多くの 

児童が自律的な学習意欲を形成できたと考 

える。 

また、外国語の授業以外で英語を使って 

  やってみたいことがあると回答した児童は 

71 人中 62人で、【図 35】のように、「外国 

の人や、ALT や EA の先生ともっと話した 

い」という回答が多く、英語を使うことを 

身近に感じ始めている児童が多いことが分 

かる。 

さらに、C層、D層児童（学習意欲低め） 

  について、【表 20】のように、学習意欲の 

変容を分析した。どちらの層の児童も、外 

国語の学習に対して好意的な回答をした児 

童が増えている。また、「「もっと学びた 

い」「もっとできるようになりたい」と思う 

【図 34】「もっと学びたい」「もっとできるようになりたい」理由 

（複数回答） 

  

【図 35】外国語の授業以外で英語を使ってやってみたいこと 

（複数回答） 

  

○デザート以外の食べ物の英語が知りたい 
○今までは三つ注文していたけど、五つ注文してみたい 
○1000 円以内まで言えるようになったから、もっと上の数字まで言えるようになりたい 
○買い物をすると 10000 円いくと思うから、次は 10000 円の言い方を覚えたい 
○次の時間に「合わせて」が言えるようになりたい（間の言葉が言える） 
○会話をつなぐ言葉をうまく使って話したい 
○外国の人に大分定食を説明して、会計をしたい 
○沖縄に行ったとき、外国人から「このビールはアルコールある？」と聞かれて答えられなか
ったので、スラスラ答えられるようになりたい 

○外国人が注文できなくて困っていたら教えてあげたい 
○もしレストランで働いたときに外国人のお客さんに話したい 
○外国のレストランに行って、自分でメニューをたのんでみたい 
○ちょっとしたボランティアをやってみたい 
 
 

【表 19】自律的な学習意欲が形成されていると見られる振り返り 
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か」「授業以外に英語を使ってやってみたいことはあるか」という質問に対しては、半数以

上の児童が肯定的な回答をしている。さらに、検証授業前は「できないから」「将来困るか

ら」と回答していた二人の C層児童については、「英語の表現をもっと知りたい・理解した

いから」「外国の人と話してみたいから」など自律的な学習意欲が見られるようになった。 

これらの理由から、C 層、D層児童について、自律的な学習意欲を形成できた児童が増加

したことが分かる。 

 

 

また、検証授業 1後、将来必要としないので、「もっと学びたい」「もっとできるように 

なりたい」と全く思わないと回答していた C層児童について、検証授業 2後のアンケートを

分析してみると、「もっと学びたい」「もっとできるようになりたい」という気持ちが芽生え

始め、「世界の文化や歴史を知りたい」と回答していた。この児童はゲームが基になったア

メリカ映画の話から、英語に興味をもち始めたようで、困ったときは、友達や先生に聞くと

いう学習方法を選択して取り組むようになり、聞き取りワークシートや、振り返りシートの

記述が増えていった児童である。このことから、授業時間だけではなく、日頃から児童理解

に努め、英語の学習を児童それぞれの興味のもてるものと結び付けることが学習意欲を向上

させる一つの手立てとなることも再認識できた。 

  

8．研究の成果と課題   

（1）成果 

本研究における成果として、自らの学びを調整する「めあて」「個に応じた学習方法の選 

択」「振り返り」という三つの学習過程が、「分かった」「できた」という思いを実感し、自

律的な学習意欲の形成に有効であったということが挙げられる。 

まず、「めあて」について、各単元の「CAN-DO」を共有することで、児童が、学期の最終ゴ

ールとなる活動に向けて、自分のめあてをもち、それぞれの時間や単元のつながりを意識し、

学習の意義を見いだすことができたことである。また、「話すこと（やり取り）（発表）」にお

いては、「CAN-DO」達成のために必要となる英語の表現「Key Phrase」を最初から示さなかっ

たことで、各自に課題が生まれ、その解決のために児童自ら、より最適な学習方法を選択し

ようとするということが分かった。さらに、「聞くこと」においても、歌やチャンツ、話の聞

き取りなどを通して、自らの力で「Key Phrase」を探し出そうとする自律的な学習へとつな

がる様子も見られた。 

次に、「個に応じた学習方法の選択」について、「聞くこと」「話すこと」の学習において、 

自分の課題に応じた最適な方法を選択して学習に取り組むことが、「分かった」「できた」と 

 外国語の学習は好きか 
もっと学びたい・もっとできるよ

うになりたいと思うか 

授業以外に英語を使ってやっ

てみたいことはあるか 

検証授業前 検証授業後 検証授業前 検証授業後 検証授業前 検証授業後 

C 層 
7 人 

0 人 3 人 5 人 7 人 2 人 4 人 

D 層 
4 人 

0 人 4 人 2 人 4 人 1 人 3 人 

【表 20】外国語学習に対して肯定的な回答をした C層、D 層児童の人数 
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いう思いを実感させるのに有効であったことである。また、タブレット端末を活用して音声 

を聞き取ったり、ALTや多くの友達とやり取りを行ったりすることが、「分かるようになった」 

「できるようになった」という経験となり、「分かった」「できた」という思いを実感するこ 

とにつながったと考える。それと同時に、教師による児童理解に基づいた適切な支援を行う 

ことが重要であると再認識できた。 

最後に、「振り返り」について、できたかできなかったかという結果ではなく、自らの課題

を解決していった過程を振り返ることによって、児童が「分かるようになった」「できるよう

になった」という思いを実感することができたことである。また、外国語の学習を生活と結

び付け、次へつながるめあてをもたせるためにも、「今日の学習を生かしてやってみたいこと」

という視点で振り返りをさせることは有効であった。 

このことから、自らの学びを調整する学習過程を重視した授業を継続して行うことが、児

童の自律的な学習意欲の形成を促し、学年が上がるにつれて学習意欲に課題が生じるという

状況を改善していく一つの手立てになるのではないかと考える。 

 

（2）課題 

 本研究における課題として、自分の学びを客観的に捉え、自律的な学習意欲の形成をする

ためには、自らの学びを調整する学習過程にさらなる工夫が必要であるということが挙げら

れる。 

学期を通した「めあて」については、ALT の活用により、最終ゴールを実際の生活に近いも

のとし、自分のめあてと各単元や各時間の「CAN-DO」とが結び付くよう、言語面や内容面か

ら具体的に考えさせるなど、さらに工夫が必要である。 

また、「個に応じた学習方法の選択」の場面において、タブレット端末の活用の仕方につい

て工夫が必要であると感じた。「聞くこと」に関しては多くの成果が得られたが、「話すこと」

に関しては、活用場面が十分ではなかった。今後は、児童が録画録音を行うなど、自分の話

している姿を客観的に認知し、前よりも話せるようになったという思いがもてるように、活

用を促す必要があると考える。また、音声を聞くときや動画を撮影する際に、他の児童の音

声が聞こえることで、活動が困難な場面があったので、イヤホンを利用したり、別の教室を

使って児童を半数ずつに分けたりするなどの工夫が必要である。 

さらに、「振り返り」については、「分かるようになった」「できるようになった」という思

いを実感させるために、課題を自分の力で解決できたことや、前の自分と比較してできるよ

うになったことを児童が自覚できるようさらなる手立てが必要であると感じた。そのために

は、自らの学びの成果を客観的に捉えることができるよう、自分の課題を学習方法を選択し

ながら解決していった過程や、できるようになったことが可視化できる振り返りシートの改

善が重要であると思われる。同時に、単元全体を見通せるよう、振り返りシートの形態を工

夫したり、ポートフォリオとしてファイリングしたりすることも必要である。 

今後、教師による提示がなくても、自ら設定した目標に向け必要な学習方法を選択し、自

分自身の学びを振り返ることができるよう、さらに児童に学びを委ね、支援していくことが、

自律的な学習意欲を持続させる上で重要である。 
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9．まとめ 

小学校において、外国語が教科化され、昨年度初めて第 5学年の外国語科を担当することと 

なった。その中で、外国語活動と比較すると、楽しんで取り組む児童が少なくなったように思

い、授業改善の必要性を感じ、今回長期派遣研修生に応募した。学習指導要領を読む中で、学

年が上がるにつれて学習意欲に課題が生じることが分かった。小学校だけではなく、その先も

続く外国語学習への意欲を持続させるためには、自律的な学習意欲の形成が必要であり、その

ためには、「めあて」「個に応じた学習方法の選択」「振り返り」という自らの学びを調整する学

習過程が重要ではないかという考えに至り、検証授業を計画した。 

検証授業においては、「CAN-DO リスト」を「CAN-DO」として児童に示すことが、自らの学び 

を調整する学習過程において不可欠であるということが認識できた。しかし、「CAN-DO リスト」 

の活用の仕方について課題が生じ、文部科学省の入之内昌徳教科調査官に、「CAN-DO」の内容を 

「Key Phrase」として最初に示すのではなく、言語活動を先にさせることが重要であることを 

教えていただいた。そのことが、児童に課題を生み、解決に向けて学習方法を自ら選択したり、 

コミュニケーション活動で必要となる表現を自ら聞き取ろうとしたりするなど、自律的な学習 

へとつながった。さらに、分かったかできたかの結果ではなく、自らの課題を様々な学習方法

を選択しながら解決していった過程を重視することが自律的な学習意欲の形成には重要である

ことも分かった。以上のことは、外国語科学習の初期段階である第 5 学年で検証することがで

きたが、学年が上がり、学習内容が難しくなっていくと学習意欲に課題が生じるという状況に

ならないために、今後も自らの学びを調整する学習過程を重視した授業を継続し、還流してい

かなければならないと感じている。 

最後に、大分市教育センター長期派遣研修という貴重な一年間で、指導主事をはじめ、多く 

の方のご指導やご助言をいただいたこと、また、所属校である滝尾小学校においては、予備授

業、検証授業、授業に係る児童の実態調査、打合せ等、研究を進めるに当たってご協力してい

ただいたことに、感謝申し上げたい。この一年間で学んだことを生かし、大分市の教育に還元

できるよう、今後とも研鑽を積んでいきたい。 

 

10．研究成果の還元方法 

 ・大分市教育センターにおける研究報告 

 ・大分市教育センターホームページ内コンテンツ「T-LABO」への論文や指導案の掲載 

 ・所属校における実践及び研究 
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